
「健康さっぽろ21(第二次)」事業調書

令和3年度 計画名 目標値
目標達成予定年

（年度）
局 部 課

1 食育推進会議

「札幌市食育推進会議」では、食育推進計画の
策定、その進捗に関すること等を審議していま
す。委員は、学識経験者、食に関係する団体の
代表者、市民委員で構成されています。（保健
所）

1,2,3,4,5 継続 2 1 ○ 例年どおり、進捗管理として1回開
催した。

継続して実施。令和５年度は次期食
育推進計画策定のため３回開催予
定。

継続
第3次札幌市食
育推進計画

1回以上 各年 保） 保健所
健康企
画課

748 826

11,514 12,206

3,546 5,645 2500回 各年

108,178 95,918 ― ―

22,801 24,159

実施回数 295 761

参加者数 4,019 11,451

実施回数 92 184

参加者数 832 2,450

613 621

613 621

1,505 1,471 ― ―

223 203 ― ―

25,470 22,524

全課で実施
（健康企画
課、各区健
康・子ども
課、保健給
食課）

各年

8
札幌市栄養成
分表示の店

「ここから健康づくり応援団」では、エネルギーな
どの栄養成分表示を継続して３メニュー以上実
施している外食料理店等を栄養成分表示の店
として登録し、ステッカーを配付するとともに、
ホームページ「食育情報」に店舗名等を掲載し
ています。（保健所）

1,2,3,4,5 継続 1,505 1,471 ○ 新規登録数より登録店の閉店等が
上回ったことで件数が減少した。

栄養成分表示の店の登録店と連携
を図り、食を通じた健康づくりに係る
情報発信や食品を提供することを通
じて食育を推進する。
栄養成分表示の店の事業について
見直しを行う予定。

継続 保） 保健所
健康企
画課

9
ヘルシーメ
ニュー事業

市民が栄養に配慮した食事を選択できるよう、
「栄養成分表示の店」推進事業の一環として、ヘ
ルシーメニューを提供する外食料理店を増やす
等、食環境整備に取り組んでいます。（保健所、
各区保健センター）

1,2,3,4,5 継続 31 31 ○
市民自らが外食時に健康的な食生
活を実践できるよう、環境整備を進
めている。

継続して行う。
栄養成分表示の店事業と併せて見
直しを行う予定。

継続 保） 保健所
健康企
画課

担当令和5年度
以降の方向性

令和4年度の実施状況

実績 実施状況
事業実施による成果、

市民・企業の反応、評価、新型コロナウ
イスル感染症の影響等

一般向け及び高校生向けの指針を
配布した。高校生向けの指針は学
校を通して、高校1年生に配布し活
用いただいた。

保） 保健所

保健所

健康企
画課

引き続き、ホームページに動画や画
像、参考資料等を掲載し、報道機関
等への投稿等により情報提供を行
う。

新型コロナウイルス感染症拡大防
止のため、人数制限等はあったが、
札幌市公式ホームページに離乳食
の調理方法を動画で掲載し、望まし
い食生活の実際に係る食品や料理
の画像、参考資料等を掲載する等
の内容を工夫して情報発信を行っ
た。また、報道機関等を通じ、市民
に広く情報提供を行った。

保）

その他関連計画

デジタルを活用した効果的な啓発を
進めていくとともに、継続してポス
ターの掲示や野菜レシピの配布等
により啓発していく。ポスター掲示や
野菜レシピ配布に協力いただける
店舗等の増加を目指す。

ポスター及びリーフレットを作成し、
市内のスーパーや野菜販売店、事
業所等に掲示及び配布等を行っ
た。

実績(R3)

○

項目

○

個別栄養相談人数

栄養講習会

○

○

健康教育
（栄養・食生活）

○

○

啓発回数

例年並みに実施予定。

会議開催数

栄養成分表示の店登録数

新型コロナウイルス感染症の拡大
防止に配慮しながら、既存事業を実
施。

継続して実施。
施設の関係者向けにWEBによる研
修会も実施する。

施設指導については、新型コロナウ
イルス感染症拡大防止に配慮しな
がら、実地指導を再開した。例年ど
おり全施設を対象施設として実地指
導または書面指導を実施。
また、施設の職員や関係者向けに、
望ましい栄養管理等についてのオ
ンライン研修会を実施した。

幅広い年代に啓発していく。

啓発回数

啓発人数

啓発人数

継続

継続

指導回数

1,2,3,4,5

1,2,3,4,5

指導施設数

外食・加工食
品の栄養成分
表示普及事業

ヘルシーメニュー提供店舗数

加工食品等指導・相談件数

啓発人数

第3次札幌市食
育推進計画

保）

保健所

健康企
画課

保）

健康企
画課

保健所

保）

保健所

保）

健康企
画課

保健所
健康企
画課

健康企
画課

基本要素１

栄
養
・
食
生
活

2

5

4

3

栄養・食生活
1　適切な量と質の食事をとる人を増やします
２　適正体重を維持している人を増やします
３　健康な生活習慣（栄養・食生活）を身に付けている青少年を増やします
４　適正体重の子どもを増やします
５　低栄養傾向にある高齢者を減らします

6

加工食品における栄養成分表示の
義務化（令和２年４月～）に伴い、関
係業者等からの相談件数が令和元
年度に大幅に増え、令和２年度以
降はやや減少傾向にあるが、相談
内容は複雑化している。
また、市民に対しては健康的な食生
活の実践に活用に係る啓発を強化
した。

関係業者及び市民への栄養成分表
示の普及啓発を継続して行う。

登録店舗数

第3次札幌市食
育推進計画

1,2,3,4,5

健康教育

野菜摂取強化
事業

市民自らが健康づくりを行うために外食や加工
食品の栄養成分表示により、適正な情報提供を
行うことが必要となっています。表示を普及させ
るために関係業者に対し、表示の普及啓発と方
法等の指導を行っています。また、市民に対し
ては、表示された栄養成分の理解促進に向けた
啓発事業を行っています。（保健所、各区保健
センター）

食生活指針の
啓発事業

生活習慣病の予防、健康増進等に関して管理
栄養士が健康教育を実施しています。（各区保
健センター）

市民に野菜摂取の喚起を図ることを目的とし
て、８月を野菜摂取強化月間、「毎月１日は、野
菜の日」と定め、市内の給食施設やボランティア
団体、野菜販売店・大型スーパー等と連携し、
普及啓発等に取り組んでいます。（保健所、各
区保健センター）

取組方針

特定給食施設
指導

1,3

取組
状況

市内の※特定（多数）給食施設である病院、事
業所、幼稚園等の約600施設の施設管理者等
に対して、保健所の栄養指導員が栄養管理指
導を行うとともに、健康づくりに係る啓発事業を
行っています。（保健所）
※特定（多数）給食施設とは、特定の人に対して
１回50食以上、または１日100食以上継続して給
食を提供している施設

7

要素等 事業No
関連する事業

等
関連する事業等の概要 取組方針

1,2,3,4,5

1,2,5

「健康」分野に加えて、「地産地消」や「環境に配
慮する食生活」など「食育」の観点を取り入れた
「札幌市食生活指針」の普及・啓発に取り組ん
でいます。（保健所、各区保健センター）

栄養相談と栄
養講習会

管理栄養士が個々人に応じた適正な食生活を
支援するための個別の栄養相談と、離乳食など
の子どもの食生活に関する講習会や糖尿病な
どの生活習慣病を予防するために食生活につ
いて学ぶ栄養講習会を実施しています。（保健
所、各区保健センター）

継続

継続

継続

継続

令和6年度
以降の事業
実施につい

て

継続

拡大

継続

継続

継続

継続

・〇：実施済み、又は常時実施している。
・△：一部が未実施となった。
・×：実施できなかった。
・―：事業を廃止した。
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「健康さっぽろ21(第二次)」事業調書

令和3年度 計画名 目標値
目標達成予定年

（年度）
局 部 課

担当令和5年度
以降の方向性

令和4年度の実施状況

実績 実施状況
事業実施による成果、

市民・企業の反応、評価、新型コロナウ
イスル感染症の影響等

その他関連計画実績(R3)

項目

取組
状況

要素等 事業No
関連する事業

等
関連する事業等の概要 取組方針

令和6年度
以降の事業
実施につい

て

925 1,495 550 各年

23,422 25,996 ― ―

0 0 10 各年

0 0

3 5

34 52

336 435 100 各年

1,162 1,400 ― ―

14
健康料理フェ
スティバル

健康的でバランスの良い食生活を進めるため
に、札幌市調理師団体連合会との共催により、
市内のホテルを会場として、年１回、健康料理
フェスティバルを開催しています。（保健所）

1,2,5 継続 1 1 ○ 新型コロナウイルス感染症の拡大
防止対策を講じて実施した。

引き続き、感染症対策を講じて実施
する。

継続 保） 保健所
健康企
画課

1,039 995

45 100

実施回数 6 13

参加者数 976 2,891

実施回数 238 350

参加者数 890 6,691

17
高齢者の食生
活指針の啓発
事業

管理栄養士が介護予防の観点から、65歳以上
の方を対象とした「高齢者のための食生活指
針」を作成し、食育の啓発に取り組んでいます。
（保健所、各区保健センター）

1,2,5 継続 89 187 ○

介護予防センター・食生活改善推進
員協議会と協働で「すこやか食育支
援事業」を実施し、高齢者食生活指
針を教材として活用した。その他、
高齢者対象の健康教育においても
活用した。

新型コロナウイルス感染症の拡大
防止に配慮し、可能な範囲で実施す
る。

継続
第3次札幌市食
育推進計画

100回以上 各年 保） 保健所
健康企
画課

12 28

4,332 3,929

第3次札幌は食
育推進計画

参加者数

新型コロナウイルス感染症の影響
により、予定どおりの実施はできな
かったが、オンラインを活用する等
の工夫で開催することができた。事
業実施後のアンケートでは野菜摂
取について約８割の人に食べるよう
にしたいとの意識変容が見られた。

若い世代への効果的な食育支援を
検討し、オンラインでの開催や学校
単位での実施など、工夫して実施す
る。

△

△

○

△

食生活改善展　

継続して支援していく。
感染症に配慮したイベントや教室を
開催した。

栄養講習会　　

啓発回数

エコクッキング啓発回数

高齢者口腔機
能向上・栄養
改善教室（二
次予防事業）

食生活の地域改善活動推進の担い手である食
のボランティアの食生活改善推進員を養成する
ため、所定のカリキュラムに基づく養成講座を実
施しています。（各区保健センター）

新型コロナウイルス感染症の影響
により、予定どおりの実施はできな
かったが、様々な機会を通じ、男性
が料理することへの支援を広げてい
る。

第3次札幌市食
育推進計画

健康に関する食生活を学びながら調理の実践
を促し、地域の自主活動グループ等へ参画して
いくこと等を目的として、「男性の料理教室」の開
催や、男性料理グループの活動支援等を行って
います。（各区保健センター）

○

△
参加者数

平成28年度末をもって本事業は終
了。

継続

―

継続

継続

継続

廃止（廃止
済含む）

実施回数

健康企
画課

保健所

高齢保
健福祉
部

健康企
画課

保健所

継続

実施回数

男性の料理教
室

継続

推進員数

修了者数

開催・支援回数

参加者数

縮小

開催回数

縮小

1,2,3,4,5

エコクッキング
の推進

1,3

縮小

参加者数

廃止

第3次札幌市食
育推進計画

保健所

保）

保）
養成数の増
加

保健所保）
健康企
画課

保）

各年

保）

2022年：30回
以上

保） 保健所

介護保
険課

10回以上
健康企
画課

健康企
画課

栄
養
・
食
生
活

18

管理栄養士や歯科衛生士、看護師などの専門
職員が、元気でいるために必要な栄養・食事、
食べることに欠かせない噛む力や飲み込む力を
保つ方法について楽しく学ぶ教室を開催してい
ます。（保)　高齢保健福祉部）

5

13

12

11

妊産婦料理教
室

食生活改善推
進員養成事業

19
本気(まじ)めし
プロジェクト

札幌市健康・栄養調査結果などから、20代、30
代の朝食摂取率が低い、野菜の摂取量が少な
い等、食生活の課題があることからその改善に
向けて、各区保健センターでは若い世代を対象
とした体験型の食育支援事業を行っています。

3

16

親子料理教室

保健所

保健所
健康企
画課

健康企
画課

保）

保）

15

新型コロナウイルス感染症の拡大
防止に配慮し、可能な範囲で実施す
る。また、インターネットを活用した
情報提供を引き続き実施する。

新型コロナウイルス感染症の拡大
防止に配慮し、可能な区で開催し
た。また、札幌市公式ホームページ
等で参考資料を掲載する等の情報
提供を行った。

継続

保健センター等で食生活改善推進
員協議会等と連携し、取り組んでい
く。

教室等の開催時に適宜、エコクッキ
ングに関する情報提供をしている。

感染症対策を講じた上で実施する。
また、食生活改善推進員協議会等
による教室の開催を支援していく。

新型コロナウイルス感染症の影響
により、中止。

第3次札幌市食
育推進計画

開催回数

参加者数

実施回数

引き続き、感染症対策を行った上で
全区で実施する。

新型コロナウイルス感染症の拡大
防止に配慮し、感染症対策等を講じ
て実施した。

継続して実施。
第3次札幌市食
育推進計画

✕

1,2,3,4,5
食生活改善地
区組織活動の
支援

食生活改善推進員が、健康づくりに役立つ調理
実習等を含む講習会や食生活改善展などの活
動をするための支援をしています。(保健所、各
区保健センター）

1,2,3,4

1,2,3,4,5

妊産婦とその配偶者を対象に、妊娠中や産後
の食生活の重要性を普及啓発するとともに、生
活習慣病を予防する食生活について学ぶ料理
教室を実施しています。（各区保健センター）

3,4

幼稚園児・小・中学生とその保護者を対象とし
て、親子が健康づくりのための食生活を学ぶ料
理教室を、学校等で行っています。（各区保健セ
ンター）

健康と環境に配慮した食生活を進めるために、
「エコクッキング」の普及啓発を行っています。
（保健所、各区保健センター）

10 継続

継続

継続

継続
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「健康さっぽろ21(第二次)」事業調書

令和2年度 計画名 目標値
目標達成予定年

（年度）
局 部 課

50,846 81,226

18,866 29,067

58,121 101,969

40 40

17 44

22
ウォーキング
実践指導ボラ
ンティア研修

健康づくりに取り組む市民を対象に、交流会及
びウォーキング指導者としての知識や技術を学
習する「ウォーキング実践指導ボランティア研
修」を実施し活動を支援しています。（保）保健
所）

1,2,4 廃止 ― 廃止（廃止
済含む）

・札幌市ス
ポーツ推進
計画
・札幌市高
齢者支援計
画2018

保） 保健所
健康企
画課

23
市民交流
ウォーキング
大会

平成20年度からウォーキング実践指導ボラン
ティア研修受講者が中心となり全区のボランティ
アが協力して「市民交流ウォーキング大会」を年
１回、開催しています。（保）保健所、各区保健セ
ンター）

1,2,4 廃止 ― 廃止（廃止
済含む）

・札幌市ス
ポーツ推進
計画
・札幌市高
齢者支援計
画2018

保） 保健所
健康企
画課

24
ウォーキング
推進キャン
ペーン

運動習慣の定着を目指し、ウォーキングマップ
の作成、普及啓発等を通し幅広い年齢層が気
軽に取り組めるウォーキングを推進しています。
（保）保健所）

1,2,3,4 廃止 ― 廃止（廃止
済含む）

札幌市ス
ポーツ推進
計画

保） 保健所
健康企
画課

25

若い世代の健
康寿命の延伸
に関する企画
事業

「健康に関心が低いと考えられる若い世代」を重
視する対象者と定め、若い世代の健康格差の
縮小に向けて取り組効果的な啓発方法や仕組
みづくりについて、調査し、事業を企画します。
（保）保健所）

1 廃止 ― 廃止（廃止
済含む）

保） 保健所
健康企
画課

―

―

―

―

実施回数 60 516

参加者数 4,105 19,205

実施回数 24 40

参加者数 596 1,369

27

28

安全・安心に施設利用できるよう感
染対策を徹底するとともに、重視す
る対象者への受診勧奨や新規利用
者の増加に取り組む。

担当

26

― 介護保
険課

平成24年度以降実績なし。計画予
定もなし。

保）
高齢保
健福祉
部

○
コロナ禍で市民の健康づくり活動が
停滞した影響を受ているが派遣数
は増えつつある。

・さっぽろ医
療計画
・札幌市高
齢者支援計
画2018

運動習慣等の推進を目的に、運動
に関する講話やイベントの実施を行
う。

コロナ禍の影響を受けた昨年度まで
と比較し実施回数や参加者数が大
幅に増加した。

基本要素２ 身体活動・運動

取組方針

１　一人ひとりの状態に合わせた適切な運動に取り組む人を増やします
２　日常生活における歩数を増やします
３　運動習慣のある子どもを増やします
４　高齢者の日常生活における歩数を増やします
５　ロコモティブシンドローム（運動器症候群）を知っている人を増やします

要素等 事業No
関連する事業

等
関連する事業等の概要 取組方針

取組
状況

29

各区保健センターでは、生活習慣病の予防、健
康増進等に関して医師・歯科医師・薬剤師・保
健師・栄養士等が健康教育を実施しています。
（各区保健センター）

1,2,4 継続

21
健康づくりサ
ポーター派遣
事業

市民の自主的な健康づくりを推進するため、健
康づくりを目的とした地域の自主活動グループ
等に健康づくりについて助言、指導を行うサ
ポーターを派遣し、地域の健康づくりグループ等
の主体的な活動を支援しています。（保）保健
所、各区保健センター）

サポーター派遣回数

サポーター登録数

参加者数

参加者数

健康教育
（運動）

イベント回数

継続
健康教育

（ロコモティブシ
ンドローム）

20

中央健康づくりセンター利用者数

項目

参加者数

健康企
画課

・札幌市ス
ポーツ推進
計画
・札幌市高
齢者支援計
画2018

保） 保健所
札幌市健康づ
くりセンター

医師、保健師、管理栄養士、健康運動指導士な
どの専門スタッフが、健康診断や体力測定など
の結果を基に、生活・運動・栄養指導などを通じ
て、個人に合った健康づくりの実践を支援してい
ます。（札幌市健康づくりセンター）

1,5 継続

継続1,2,4

1.2.4 廃止

さっぽろウィン
ターキャン
ペーン

転倒予防教室
高齢者の転倒を予防するため、介護予防セン
ターで転倒を予防するための体操などの介護予
防教室を開催しています。（介護予防センター）

廃止

実施回数

趣味活動を通じて集まっているサー
クル等の団体が、健康づくりにも取
組むきっかけづくりとなるよう、支援
を継続する。

・札幌市ス
ポーツ推進
計画
・札幌市高
齢者支援計
画2018

△東健康づくりセンター利用者数

西健康づくりセンター利用者数

雪道転倒防止と札幌らしい冬の暮らし方を市民
とともに考え、作り上げていくために、札幌市の
ほか、開発局やNPO法人、民間企業などで推進
協議会を設置して、ホームページを作成し、イベ
ントや教室などのさまざまなキャンペーン活動を
行っています。（保) 高齢保健福祉部）

参加者数

新型コロナウイルス感染症の感染
拡大により、営業時間の短縮期間
や一般利用の中止、人数制限など
が生じ、利用者数は減少していた
が、徐々にではあるが回復傾向と
なっている。

保） 保健所

介護保
険課

保）

その他関連計画

健康企
画課

高齢保
健福祉
部

健康企
画課

○ 引き続き、講話やパネル展などの場
を活用し、啓発していく。

コロナ禍の影響を受けた昨年度まで
と比較し実施回数や参加者数が大
幅に増加した。

保） 保健所
健康企
画課

保） 保健所

平成29年度より再編し、介護予防教
室として統合。

令和6年度
以降の事業
実施につい

て

継続

令和5年度
以降の方向性実施状況

継続

廃止（廃止
済含む）

廃止（廃止
済含む）

継続

事業実施による成果、
市民・企業の反応、評価、新型コロナウ

イスル感染症の影響等

令和4年度の実施状況

実績

実績(R3)

・さっぽろ医
療計画
・札幌市高
齢者支援計
画2018

―

身
体
活
動
・
運
動

拡大健康教育 ○

健康教育

各区保健センターでは、生活習慣病の予防、健
康増進等に関して医師・歯科医師・薬剤師・保
健師・栄養士等が健康教育を実施しています。
（各区保健センター）

5

・〇：実施済み、又は常時実施している。
・△：一部が未実施となった。
・×：実施できなかった。
・―：事業を廃止した。
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「健康さっぽろ21(第二次)」事業調書

令和2年度 計画名 目標値
目標達成予定年

（年度）
局 部 課

担当
要素等 事業No

関連する事業
等

関連する事業等の概要 取組方針
取組
状況

項目

その他関連計画
令和6年度
以降の事業
実施につい

て

令和5年度
以降の方向性実施状況

事業実施による成果、
市民・企業の反応、評価、新型コロナウ

イスル感染症の影響等

令和4年度の実施状況

実績

実績(R3)

3,268 5,401

33,233 62,633

31
すこやか倶楽
部

高齢者を対象に、転倒予防や体力増進のため
の体操、各種レクリエーション、交流会などを地
域やボランティアの協力のもと実施しています。
（介護予防センター）

1.2.4 廃止 ― 平成29年度より再編し、介護予防教
室として統合。

廃止（廃止
済含む）

― ― ― 保）
高齢保
健福祉
部

介護保
険課

32
公園緑地や自
然歩道、市民
の森の利活用

身近な公園緑地における余暇活動や自然歩
道、市民の森での散策ができる環境づくりを進
めています。(建) みどりの推進部)

1 継続 ○
都市公園2,742箇所、自然歩道8
ルート、市民の森6箇所を開放し、市
民の余暇活動等に利用された。
新型コロナウイルス感染症による影
響無し。

引き続き、余暇活動、散策等ができ
る環境づくりに取り組む。

継続
第４次札幌
市みどりの
基本計画

― ― 建）
みどりの
推進部

みどりの
推進課

33
公式ホーム
ページの充実

スポーツをしている人をはじめ、これからしてみ
たいと思っている人やスポーツに興味のなかっ
た人にとっても、必要な情報を手に入れることが
できるように、利用者視点で内容の見直しを図り
ます。（札幌市スポーツ推進計画の計画期間で
実施予定）（ス) スポーツ部）

1 継続 ○
改定された札幌市スポーツ推進計
画の内容を踏まえ、引き続き必要な
情報発信ができるよう公式ホーム
ページのあり方について検討を行
う。

継続
札幌市ス
ポーツ推進
計画

― ― ス）
スポーツ
部

企画事
業課

34
地域スポーツ
応援サイト「さ
ぽスポネット」

体育振興会等の地域スポーツクラブの活動情
報が検索できるインフォーメーションシステムと
して、さっぽろ地域スポーツ応援サイト「さぽスポ
ネット」を積極的に活用し、地域スポーツクラブ
の活性化を図り、市民が身近な地域で気軽にス
ポーツ活動ができる環境をつくります。（ス) ス
ポーツ部）

1 廃止 ― サイト維持費の不足から、当該サイ
トは平成30年度末に廃止。

廃止（廃止
済含む）

ス）
スポーツ
部

スポーツ
振興担
当課

35

「ウォークさっ
歩ろ」による
ウォーキング
情報の集約、
発信

ウォーキングを通じて、市民がいつまでも元気で
あり続け、札幌が「歩きやすい街」「歩いて楽し
い街」「歩きたくなる街」として、国内外に広く知ら
れるようになることを目標として、公式ホーム
ページ内で、各区のウォーキングマップや関連
イベント等の情報を掲載します。（ス) スポーツ
部）

1,2 継続 ○ コロナ禍においても市民が気軽に
ウォーキングに親しむことができた。

地域でウォーキングが十分行われ
ていることから、市内のウォーキン
グマップ普及の取組を継続する。

継続
札幌市ス
ポーツ推進
計画

ス）
スポーツ
部

スポーツ
振興担
当課

38
オリンピアン
ズキャラバン
事業

地域スポーツイベントにオリンピアン等を派遣し
て、市民がスポーツをするきっかけづくりと町内
会等の地域諸団体の活性化につなげます。（ス)
スポーツ部）

1 継続 16 1,103 ○
トップアスリートと触れ合うことで、参
加者はスポーツに親しむ意欲が向
上し、主催者はイベントへの参加者
が増えたと好意的な声が寄せられ
ている。

ジュニア世代の競技力向上を図る
ため、派遣対象を少年団等の合同
体験会にも拡大する。

継続
札幌市ス
ポーツ推進
計画

ス）
スポーツ
部

スポーツ
振興担
当課

39
地域スポーツ
にぎわい促進
事業

「さっぽろ地域スポーツにぎわい促進委員会」を
設置し、各地域におけるスポーツ活動の活性化
に向けた、具体的な施策を検討します。（ス) ス
ポーツ部）

1 廃止 ― 各体育振興会の既存予算で対応す
ることとし、平成30年度末に廃止。

廃止（廃止
済含む）

札幌市ス
ポーツ推進
計画

ス）
スポーツ
部

スポーツ
振興担
当課

40
地域スポーツ
指導者活用事
業

地域のスポーツ指導者（ボランティア）を市立中
学校のスキー学習等に派遣し、学校と地域が一
体となって子どもの学びを支援する仕組みづくり
を推進します。（ス) スポーツ部）

1.3 継続 53 66 ○
ウインタースポーツ種目の授業補助
として一定の効果があるので今後も
継続してほしいとの声が利用校から
寄せられている。

指導者の確保が難しい現状がある
ので、各競技団体等と調整を行いな
がら、今後も事業を継続する。

拡大

札幌市まち
づくり戦略ビ
ジョン
札幌市ス
ポーツ推進
計画

ス）
スポーツ
部

スポーツ
振興担
当課

委嘱人数
（3月31日現在）

体育館開放校数
札幌市ス
ポーツ推進
計画

37
学校体育施設
開放事業

学校教育に支障のない範囲で小中学校の体育
施設（体育館、格技室、グラウンド、プール）を市
民の皆様に開放し、市民が自主的なスポーツ活
動ができる環境をつくります。（ス) スポーツ部）

1 継続

人材リスト登録者数

△

○

○

250 233

263 267

参加者数

36
スポーツ推進
委員の活動促
進

スポーツ大会やイベントの実施にあたり、スポー
ツ推進委員を積極的に活用するとともに、研修
の実施や研究協議会への参加等により企画・
運営のスキルアップを図り、地域スポーツの活
動を促進します。   （ス) スポーツ部）

1 継続

参加者数

実施回数

参加者数

スポーツ
部

スポーツ
振興担
当課

ス）

地域のスポーツイベントにおいて、
積極的な参加や運営を行い、地域
スポーツの振興に寄与している。新
型コロナウイルスの影響により、研
修や協議会などが中止となり、ス
ポーツ推進委員の活動が減少し
た。

札幌市ス
ポーツ推進
計画

ス）
スポーツ
部

スポーツ
振興担
当課

地域スポーツの担い手として研修等
を通じて更なる資質の向上を図るこ
とから、研修会の内容について検討
する。

学校開放は、市民の身近な運動の
場となっておりニーズも高いことか
ら、利用率を鑑みながら現在の事業
規模、予算規模を維持していきた
い。

年間延べ112万人以上の市民に利
用されており、スポーツ活動の場の
提供として、一定の成果が上がって
いると考える。

保）
高齢保
健福祉
部

介護保
険課

1.4.5 継続
札幌市高齢
者支援計画
2021

継続

介護予防教室を通じ、高齢者の閉じ
こもりを予防するとともに、運動を含
めた介護予防活動に取り組む高齢
者を増やすことで、教室以外の場で
も自主的に取り組めるよう支援す
る。

令和４年度については、新型コロナ
ウイルス感染症による介護予防教
室の開催自粛期間がなかったこと
に加え、対面だけでなくオンラインで
の支援を併せて実施したことなどに
より、介護予防教室の実施回数は
大きく改善した。

身
体
活
動
・
運
動 継続

継続

30
介護予防教室
（一次予防事
業）

高齢者の閉じこもりを予防するため、介護予防
センターが軽い体操や講話、交流会などの教室
を開催しています。（介護予防センター）
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「健康さっぽろ21(第二次)」事業調書

令和2年度 計画名 目標値
目標達成予定年

（年度）
局 部 課

担当
要素等 事業No

関連する事業
等

関連する事業等の概要 取組方針
取組
状況

項目

その他関連計画
令和6年度
以降の事業
実施につい

て

令和5年度
以降の方向性実施状況

事業実施による成果、
市民・企業の反応、評価、新型コロナウ

イスル感染症の影響等

令和4年度の実施状況

実績

実績(R3)

42

アスリートによ
る出前授業～
ようこそ！ユ
キセン～

小学校にウインタースポーツのアスリートを派遣
し、アスリートとのふれあいやスポーツ体験によ
り、子ども達のウインタースポーツへの興味関
心を高め、日常化への契機とします。（ス) ス
ポーツ部）

廃止 ― 平成26年度をもって事業終了（予算
統合のため）

廃止（廃止
済含む）

札幌市ス
ポーツ推進
計画

ス）
スポーツ
部

スポーツ
振興担
当課

45
運動部活動ア
スリート派遣
事業

中学校及び特別支援学校の運動部活動にアス
リートを派遣することで、顧問教員が指導のノウ
ハウを学ぶ機会とし、顧問教員の指導力の向上
を図ります。また、部員生徒がアスリートと触れ
合うことや直接指導を受けることで、スポーツに
対する関心・意欲の向上を図り、部活動の充実
を図ります。（ス）スポーツ部）

1,3 継続 22部活動 24部活動 ○

例年、派遣定数を上回る応募が
あったがR3は上限にわずかに達し
なかった(上限24部)。募集締切近く
に新型コロナウィルスが流行してい
たために申込が減少したものと思わ
れる。事業利用者からは指導者の
指導の質向上及び部員生徒の意欲
向上に高い効果がある評価を得て
いる。

派遣時期を従来の５月開始分及
び、部活動が新体制となる８月から
の派遣開始とし、各学校の状況に
応じた派遣を可能とする。

拡大
札幌市ス
ポーツ推進
計画

ス）
スポーツ
部

スポーツ
振興担
当課

46

さっぽろっ子
ウインタース
ポーツ料金助
成

ウインタースポーツに親しむ機会を創出するた
め、札幌市内の小学生を対象にしてスキーリフ
ト料金及びスケート貸靴料金を助成します。（ス）
スポーツ部）

1,3 拡大 17,300 23,409 ○
助成券が配付されたことで、スキー
やスケートに行くきっかけとなったと
いう好意的な声が寄せられている。

低年齢層のスキーに取り組む機会
の創出を図るため、未就学児への
スキーレンタルセット料金助成を開
始する。

拡大
札幌市ス
ポーツ推進
計画

ス）
スポーツ
部

スポーツ
振興担
当課

47
ウインタース
ポーツ塾事業

ウインタースポーツの裾野拡大を図るため、札
幌市内の子どもを対象に、ウインタースポーツを
幅広く体験する機会を提供します。（ス）スポー
ツ部）

1,3 拡大 560 1,400 ○
夏期、冬期に開催した体験会は、い
ずれも定員を大きく超える応募が
あった。多くの子どもたちにウイン
タースポーツを体験する機会を創出
することができた。

ウインタースポーツ塾については、定員
数に対して応募数が上回り、ニーズに
応えられていないため定員を拡大して
いく。また、オリンピアン等の指導者が
体験者を競技に勧誘するなど、体験者
をWS少年団が開催する練習会等の参
加へとステップアップさせるスキームを
構築し、アスリート発掘を進めていく。

拡大
札幌市ス
ポーツ推進
計画

ス）
スポーツ
部

スポーツ
振興担
当課

0 12

0 約500

49

白石保健セン
ター主催
「ウォーキング
会」

区民一人ひとりが自主的に健康づくりに取り組
むという意識をさらに高め、かつ継続的な運動
習慣の定着を図ることを目的に、手軽な健康づ
くり運動として始められるウォーキング会を
ウォーキング自主活動グループ「白石とことこ
会」と共催し、区民を対象として実施。ウォーキ
ング６回、ノルディックウォーキング１回、水中
ウォーキング１回の全８回。

1,2,4 継続 122 33 △

集合形式のウォーキング会では密
を避けられないことから、個人で取り
組めるラリー形式の「白石歴しるべ
フォトウォーキングラリー」を実施し
た。参加者からは「自粛続きの中、
良い外出の機会となった」等の感想
が寄せられた。

新型コロナウイルス感染症５類化後
の動向を踏まえながら、「白石歴し
るべウォーキングマップ」等を活用し
た集合形式でのウォーキング会の
実施を検討する。

継続 白石
保健福
祉部

健康・子
ども課

参加者数

東区民の健康に対する意識を高め、食習慣・運
動習慣形成へのきっかけづくりと、気軽な参加
による東区民の一体感を生み出すため、区内の
各団体・教育機関が企画を持ちより、札幌市ス
ポーツ交流施設「つどーむ」にて、ウォーキング
や健康測定など多彩なプログラムによる健康と
運動をテーマにしたイベントを実施しています。
（東区連合町内会連絡協議会・東区役所・（一
財）さっぽろスポーツ健康財団）

1.3 継続

青少年スポーツの技術力向上及び底辺拡大を
図るとともに、スポーツ活動を通じて青少年の健
全育成を目的に活動している札幌市スポーツ少
年団を支援するため、団体運営、各種事業の実
施にあたり補助金を交付します。（ス) スポーツ
部）

1.3 継続

利用者数

実施校数

補助金交付団体数
（4月1日現在）

実施会場数

派遣部活動数

48
ひがしく健康・
スポーツまつ
り

43

参加者

44
スポーツ少年
団活動支援

歩くスキー出
前授業

歩くスキー授業を実施する学校を対象に、クロ
スカントリースキーの指導者を派遣し、子どもた
ちにウインタースポーツの楽しさや喜びを伝える
ことにより、ウインタースポーツに親しむ習慣を
育てます。（ス) スポーツ部）

1.3 継続

ウインタース
ポーツキャラ
バン

地域の公園等に用具や指導者を配置し、冬季
に屋外で遊ぶ機会が減っている子どもたちに、
雪遊びやウインタースポーツを体験する機会を
提供し、ウインタースポーツに親しむ習慣づくり
を行います。（ス) スポーツ部）

41 ―
札幌市ス
ポーツ推進
計画

ス）
平成26年度をもって事業終了（予算
統合のため）

廃止

スポーツ
部

スポーツ
振興担
当課

参加者数

継続
札幌市ス
ポーツ推進
計画

例年人気が高く、実施予定校数を上
回る応募がある。現場からのニーズ
に答え、さらに多くの子どもたちに歩
くスキーの楽しさを伝えるため、事業
の拡大を検討する。

専門のインストラクターによる手厚
い指導があることで、日常的に体験
することが難しい「歩くスキー」に親
しむ機会となり、利用した児童及び
学校から事業に対して好意的な声
が寄せられている。

ス）○15 15

237 218

参加者数

市民部東

スポーツ
振興担
当課

継続

△

プログラム数

地域振
興課

継続
昨年度よりも開催規模を拡大し、開
催時間を延長して、開催する。

新型コロナウイルス感染症の影響
により、出展数の削減や出展内容
の見直しを行うなど、開催規模を縮
小し、開催時間を短縮して開催し
た。
３年ぶりの開催となったが、参加者
からは好評であった。

札幌市ス
ポーツ推進
計画

○
スポーツ少年団は、青少年の健全
育成を目的としたさまざまな事業を
展開しており、本市のスポーツ振興
に大いに寄与していることから、引
き続き補助を継続する。

補助金を財源に多くの交流大会が
開催されており、青少年のスポーツ
振興に大いに寄与している。新型コ
ロナウイルス感染症の影響により、
少年団の活動が減少。

スポーツ
部

スポーツ
部

スポーツ
振興担
当課

ス）

身
体
活
動
・
運
動

廃止（廃止
済含む）
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「健康さっぽろ21(第二次)」事業調書

令和2年度 計画名 目標値
目標達成予定年

（年度）
局 部 課

担当
要素等 事業No

関連する事業
等

関連する事業等の概要 取組方針
取組
状況

項目

その他関連計画
令和6年度
以降の事業
実施につい

て

令和5年度
以降の方向性実施状況

事業実施による成果、
市民・企業の反応、評価、新型コロナウ

イスル感染症の影響等

令和4年度の実施状況

実績

実績(R3)

50
南区ウォーキ
ング大会

区民の運動習慣確立を目指し、ウォーキングボ
ランティア団体（みなみくん歩好会）と協働で「南
区ウォーキングマップ」を活用したウォーキング
大会を年３回実施しています。

1,2,4 継続 0 41 △

新型コロナウイルス感染症対策の
ため、従前（令和元年度まで）に比
べやや規模を縮小し、また、参加者
の体調確認を行うなどしながら、秋・
冬の２回実施した。
なお、春の大会は、参加者募集した
ものの、雨天のため当日中止とし
た。

令和５年度は、開催規模を従前に
近い形に戻して年３回行うこととし、
また、このうち秋の大会では食育に
関する啓発を併せて行うイベントとし
て実施する。
今後も引き続きウォーキング活動団
体や大学等との連携により、区民が
ウォーキングを楽しみながら健康づ
くりを行うきっかけとなるよう、効果
的な手法について検討していく。

継続
札幌市ス
ポーツ推進
計画

各区で実施す
るスポーツイ
ベントの参加
者数　50,000
人

平成34年度
（令和4年
度）

南区
保健福
祉部

健康・子
ども課

51
地域の健康づ
くり推進事業
（清田区）

・区民の健康増進を図り、「歩きやすい街」、「歩
いて楽しい街」、「歩きたくなる街」を目指して、
「区民交流ウォーキング大会（清田区歩こう会）」
を実施し、区内のウォーキング人口を増やし、
ウォーキングによる健康づくりを推進する。
・健康づくりの自主活動グループ（清田Hi遊会）
によるウオーキング活動の他、個人による活動
に対する支援も推進する。

1,2,4 継続 282 1,522 ○

・新型コロナウイルス感染対策を講
じつつウオーキング大会イベントな
どの地域健康づくり事業を実施。実
施にあたっては健康づくり自主活動
グループである「清田Hi遊会」の協
力を得ることによって円滑に実施す
ることができた。また、同グループの
ウオーキング活動を支援することに
より地域住民の自主的な健康づくり
活動を支援した。
・個人が自主的に健康づくり（ウオー
キングと食事）に取り組むきっかけ
づくりとして「きよっち健康ポイント事
業」を実施。参加者数が増加した（Ｒ
１：151名、Ｒ２：180名、Ｒ３：282名、
Ｒ４：321名）。

・自主活動グループ「清田Ｈｉ遊会」
によるウオーキング活動を支援する
ほか、同グループの協力を得て区
主催のウオーキング大会を実施し、
ウオーキングによる区民の健康づく
りを推進する。
・「きよっち健康ポイント事業」を継続
して実施。今後更に周知を広めてよ
り多くの区民の参加を促す。

継続
札幌市ス
ポーツ推進
計画

各区で実施す
るスポーツイ
ベントの参加
者数　50,000
人

令和4年度 清田
保健福
祉部

健康・子
ども課

52
西区ウォーキ
ング

ウォーキングを通した区民の健康づくり推進を
目的に、西区健康づくりネットワーク会（健康づく
りに取り組む自主活動グループを中心に構成す
る団体）と区が協力して、年1回実施していま
す。大会では、ノルディックウォーキングのミニ
講座も行っています。

1,2,4 廃止 0 ✕

・本事業は、西区健康づくりネット
ワーク会の部会事業として実施して
きた。
・しかし、所属グループの会員の減
少や高齢化などによる活動の停滞
が課題となっていたところ、新型コロ
ナウィルス感染拡大が追い打ちをか
け、令和2～4年度の間、活動は行
われていない。

より多くの区民に運動に関心を持っ
てもらえるよう、運動効果が高いノ
ルディックウォーキングを活用した
健康づくりの取組強化を図る。

廃止（廃止
済含む）

西区
保健福
祉部

健康・子
ども課

53

「豊平区ウ
オーキング
マップ」を活用
したウオーキ
ング普及啓発
事業

気軽にできる運動であるウオーキングの普及を
図るため「豊平区ウオーキングマップ」を作成・
配布し、多くの方に活用してもらうことにより地域
の健康づくりを推進する。

1,2,3,4 継続 1,050 4,350 ○

・新型コロナウィルス感染症拡大に
より、一堂に会して行う健康づくりイ
ベントが中止になる中、各自が自分
のペースで行えるウオーキングによ
る健康づくりの観点から、豊平区ウ
オーキングマップのPRを図った。
・健康・子ども課、総務企画課、地域
振興課の3課連携事業として新たに
「とよひら健康ウオーキング事業」を
実施。ウオーキングイベントやパネ
ル展等を通じて、気軽に取り組める
健康づくり（スポーツ）として幅広い
世代に「ウオーキング」の普及を図
り、スポーツを通じた健康づくりの機
運を高め、「スポーツ・健康のまち・
豊平区」として区民の健康増進を
図っている。

・引き続き、「とよひらスポーツ健康
ウオーキング事業」を３課連携で実
施。健康・子ども課では、新規事業
として「参加型ウオーキングイベント
～月寒公園を歩こう！」を開催す
る。

継続 豊平区
保健福
祉部

健康・子
ども課

新

「厚別区　食と
ノルディック
ウォーキング
を合わせた健
康寿命延伸事
業」

区民の健康寿命延伸につなぐための入り口とな
るようノルディックウォーキング講座を実施す
る。合わせてその効果を知り継続的に実践して
もらえるようノルディックウォーキングマップを配
布する。
また、運動効果を高め健康につながる食の知識
についての啓発を図るため食育に関するレシピ
集の配布・解説と食育実践講習を行う。

1,2,4 継続 1,300 ○

・新型コロナウィルス感染症対策を
行いながら「食とノルディックウォー
キング体験講座」を当初予定通り、
３回実施した。
・マップについても増刷の上、各種イ
ベント等で700部配布。ﾉﾙﾃﾞｨｯｸ
ウォーキングや食育に係る周知を
図った。

・引き続きノルディックウォーキング
講座と合わせて栄養講座（講話及
び調理実習）を行い、ノルディック
ウォーキングの歩行体験と、栄養講
座を通して、より食育と運動の両方
にわたる取組効果への理解を深
め、運動習慣と食生活の改善に向
けた意識の定着を図る。

継続 厚別区
保健福
祉部

健康・子
ども課

参加者数

マップ配布数

参加者数

参加者数

マップ配布数

身
体
活
動
・
運
動
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「健康さっぽろ21(第二次)」事業調書

令和2年度 計画名 目標値
目標達成予定年

（年度）
局 部 課

実施回数 15 53

参加者数 3,277 2,490

思春期 13 4

ひきこもり 20 15

薬物問題 5 0

アルコール問題 33 2

札幌こころのセン
ター 11,984 12,134

精神保健
福祉セン
ター

各区保健福祉
部

11,000 10,644
障がい福
祉課

57
精神科救急情
報センター

夜間や休日に緊急の精神科医療を必要とする方か
らの電話相談を受け付け、病院との連携などのトリ
アージを行います。（札幌こころのセンター）

1.2.3 継続 4,690 4,246 ○ 継続して実施。 継続
札幌市自殺
総合対策行
動計画2019

保）
障がい保
健福祉部

精神保健
福祉セン
ター

実施回数 13 18

参加者数 1,094 1,323

実施回数 2 4

参加者数 23 201

1 1

42 87

電話 359 430

面接 65 31

令和5年度
以降の方向性

その他関連計画

実施状況
事業実施による成果、

市民・企業の反応、評価、新型コロナウ
イスル感染症の影響等

札幌市自殺
総合対策行
動計画2019

実績(R3)

○
実施回数

参加者数

令和4年度の実施状況

実績

相談件数

相談件数

中間評価の課題を踏まえ、テーマを検
討していく。

札幌市自殺
総合対策行
動計画2019

思春期やひきこもり、依存症関連などの
支援のはざまに陥りやすい特定の相談
を中心に来所相談を実施した。令和４
年度は、新型コロナウイルス流行中で
あっても、感染対策を行った上で、相談
を実施した。

引き続き、支援の狭間に陥りやすい思
春期やひきこもり、依存症関連相談に
ついて、引き続き関係機関との役割分
担や連携に努め、重点的に支援を行
う。

継続

精神保健福祉
相談

精神保健福祉に関する相談のうち、複雑・困難なも
のを行っており、心の健康相談から精神医療に係る
相談、社会復帰相談をはじめ、思春期、ひきこもり、
アルコール及び薬物関連問題などの特定相談を受
けています。(札幌こころのセンター)

1.2.3

継続

継続

55

59

かかりつけ医
によるうつ病
対応力向上研
修

精神科医以外の医師・産業医を中心とした、かかり
つけ医が地域でうつ病の早期発見・早期対応を行う
ために、うつ病診療の知識・技術及び精神科等の専
門医との連携方法等を習得する研修会を北海道、北
海道医師会と共同主催にて実施しています。（札幌
こころのセンター）

3

自殺問題に関心のある市民や、自殺のハイリスク層
と関わる支援者等を対象に、悩んでいる人に気づ
き、声をかけ、傾聴し、必要な支援につなげて見守る
というゲートキーパーの役割を担える人材を養成しま
す。（札幌こころのセンター）

3

56

非対面及び対面どちらでも実施可能な
研修方法と内容を検討し、実施予定。

継続

検討中

継続
令和２年１月６日に精神保健福祉セン
ター内に専用の相談窓口を設置して以
降、相談件数は増加傾向にある。

新型コロナウイルス感染症の５類移行
を受け、従来の集合のみに戻して開催
予定。かかりつけ医のうつ病診療の知
識や技術、専門医との連携方法等につ
いて習得する機会とする。

北海道と北海道医師会との共催による
研修会を開催。新型コロナウイルスの
感染拡大防止のため、ハイブリッド方式
で開催した。

新型コロナウイルスの感染拡大防止の
ため、対面開催は６件、ハイブリット開
催が１件。他は、資料提供及び動画配
信等非対面での実施となった。

様々な不安や悩みを持つ市民のための
相談窓口を引き続き開設し、適切な対
応を図る。

3 継続 相談件数
札幌市自殺
総合対策行
動計画2019

○ 障がい保
健福祉部

精神保健
福祉セン
ター

継続して実施。 保）

休養

取組方針
１　睡眠による休養を十分取れていない人を減らします
２　ストレスを感じている人を減らします
３　悩みを相談する人がいない人を減らします

基本要素３

要素等 事業No
関連する事業

等
関連する事業等の概要 取組方針

休

養

54 健康教育

58
ゲートキー
パー研修

各区保健センターでは、こころの健康、健康増進等
に関して医師・保健師等が健康教育を実施していま
す。（各区保健センター）

○

○

○

一般市民対象

1.2 継続
健康教育
（休養）

継続

継続

○

精神疾患や心の悩み、対人関係などでお困りの方
や家族に対して、療養方法や日常生活の相談を行っ
ています。（札幌こころのセンター）

1.2.3

相談件数
（延べ数）

専門職対象

60
札幌市依存症

相談窓口

アルコール・薬物ギャンブル等の依存の問題につい
て、当事者・家族・関係者等からの相談に電話と面
接で相談を行っています。（札幌こころのセンター）

心の健康相談
（電話相談)

項目

取組
状況

保）
障がい保
健福祉部

精神保健
福祉セン
ター

障がい保
健福祉部

精神保健
福祉セン
ター

保）
障がい保
健福祉部

保）
障がい保
健福祉部

札幌市自殺
総合対策行
動計画2019
（※精神保健
福祉相談のう
ち、思春期特
定相談事業
のみ掲載。）

継続

昨年度よりも実施回数は増加している
が参加者数は減少しており、コロナ禍に
よる少人数制での事業実施の影響を受
けている。

札幌市自殺
総合対策行
動計画2019

令和6年度
以降の事業
実施につい

て

精神保健
福祉セン
ター

保健所
健康企画
課

・さっぽろ医
療計画
・札幌市高齢
者支援計画
2018

保）

担当

継続

保）

・〇：実施済み、又は常時実施している。
・△：一部が未実施となった。
・×：実施できなかった。
・―：事業を廃止した。
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「健康さっぽろ21(第二次)」事業調書

令和2年度 計画名 目標値
目標達成予定年

（年度）
局 部 課

実施回数 12 23

参加者数 108 1,386

2 2

12 6

33 41

4,424 4,051

11,987 10,930

2,328 2,329

電話 359 430

面接 65 31

○

△

○

健康企画
課

健康企画
課

保） 保健所

リスクアセスメントを実施し、妊婦の不
安を軽減するとともに、支援が必要な妊
婦を把握して継続的な支援につなげて
いく。

新型コロナウイルス感染拡大時におい
ても、感染対策を徹底した上で実施。

アルコール・薬物ギャンブル等の依存の問題につい
て、当事者・家族・関係者等からの相談に電話と面
接で相談を行っています。（札幌こころのセンター）

3 継続

継続61 保） 保健所
健康企画
課

新・さっぽろ
子ども未来プ
ラン
第3次男女共
同参画さっぽ
ろプラン

新・さっぽろ
子ども未来プ
ラン
さっぽろ医療
計画

男女共同参
画計画

10代の人工妊娠
中絶実施率（人
口千対）11人
避妊法を確実に
知っている人の
割合（16～19歳）
40％

平成31年度

平成34年度
（令和4年度）

面接相談数

○相談件数

継続

次年度についても、自殺対策、依存症
対策の一環とし、依存症関係の医療機
関・自助グループと連携し、家族セミ
ナーを実施する予定。

実績(R3)

実施回数

申込のあった小・中・高校等での健康教
育はおおむね実施され、実施後のアン
ケートの正答率が上昇した。

断酒会や依存症回復支援施設等と連
携して、依存症家族向けセミナーを実
施した。
新型コロナウィルス感染症拡大防止の
ため、ハイブリット方式で開催した。

飲
　
酒

継続

153
(再掲)

思春期ヘルス
ケア事業

市内の小・中・高校の児童・生徒を対象とし、各区保
健センターの専門職が、授業の一環として性（生命）
や性感染症等に関する健康教育を行っています。
（各区保健センター）

7.8.9 継続

62

地域の自助グ
ループや団体
等との連携事
業

60
（再掲）

札幌市依存症
相談窓口

128
（再掲）

妊婦支援相談
事業

妊娠届出書の提出時に面接相談を実施し、支援が
必要な妊婦に対して、家庭訪問等による継続支援を
実施しています。（各区保健センター）

1.3.6 継続

継続支援実施数

担当

総合的な自殺予防活動の支援を強化するために断
酒会等と連携し、「自殺予防」や「アルコール依存症
に関する正しい知識の普及等」をテーマとした講演
会を開催しています。（札幌こころのセンター）

1

講演会開催回数

参加者数

参加者数

保健所

保）

保）

学校において課題解決に向け取り組ん
でいけるよう、教育関係者向けに思春
期セミナーを継続。
また、学校・医療・保健が連携した地域
での思春期に関するネットワークづくり
を視野に入れた事業の展開を進めてい
く。

障がい保
健福祉部

札幌市自殺
総合対策行
動計画2019

精神保健
福祉セン
ター

1.2

実績

札幌市自殺
総合対策行
動計画2019

保）
障がい保
健福祉部

精神保健
福祉セン
ター

基本要素４ 飲酒

取組方針 1　多量飲酒者を減らします
２　未成年・妊婦の飲酒をなくします

要素等 事業No
関連する事業

等
関連する事業等の概要 取組方針

令和6年度
以降の事業
実施につい

て

継続

継続

継続

継続

健康教育

各区保健センターでは、生活習慣病の予防、健康増
進等に関して医師・歯科医師、薬剤師、保健師、栄
養士等が健康教育を実施しています。（各区保健セ
ンター）

・さっぽろ医
療計画
・札幌市高齢
者支援計画
2018

健康教育
（飲酒）

中間評価の課題を踏まえ、テーマを検
討していく。

事業内容の工夫やパネル展開催など、
メインテーマ以外での実施が増えたこと
により、実施回数・参加者数ともに増加
した。

○

令和２年１月６日に精神保健福祉セン
ター内に専用の相談窓口を設置して以
降、相談件数は増加傾向にある。

継続して実施。

取組
状況

令和5年度
以降の方向性

その他関連計画

実施状況
事業実施による成果、

市民・企業の反応、評価、新型コロナウ
イスル感染症の影響等項目

令和4年度の実施状況

・〇：実施済み、又は常時実施している。
・△：一部が未実施となった。
・×：実施できなかった。
・―：事業を廃止した。
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令和2年度 計画名 目標値
目標達成予定年

（年度）
局 部 課

63
受動喫煙対策
ハンドブック等
の普及

市民、事業者、行政が一体となって受動喫煙対策に
取り組むため、「札幌市受動喫煙対策ハンドブック」
や施設標識掲示についてのチラシを作成し、普及啓
発を行います。（保）保健所）

2.5 継続 ○

ハンドブックにより、健康増進法、北海
道受動喫煙防止条例、さっぽろ受動喫
煙防止宣言の解説を含む総合的な受
動喫煙対策の案内がしやすくなった。Ｒ
２年度から配布やホームページでの公
開をしている。

保健所や各区での配布の他、ホーム
ページからハンドブックや各種チラシや
標識データをダウンロードできるように
し、事業者や市民など幅広く情報提供
及び周知啓発を行うツールとして活用
する。

継続 保） 保健所
健康企画
課

64

改正健康増進
法に基づく受
動喫煙対策の
実施

令和元年に一部施行、令和２年４月に全面施行と
なった改正健康増進法に基づく受動喫煙対策や法
違反が疑われる施設等に関する相談や情報提供に
対し、助言、指導の対応を行います。（保）保健所）

2.5 継続 651 613 ○
Ｒ２年度の改正健康増進法の全面施行
を受け、市民や事業者などからの受動
喫煙対策の相談や法違反疑いの情報
提供に対し、助言や指導等を行ってい
る。

市民や事業者などからの受動喫煙対策
の相談や法違反疑いの情報提供に対
し、助言や指導等の対応を引き続き行
う。

継続 保） 保健所
健康企画
課

65
ここから健康
づくり応援団
（禁煙施設）

「ここから健康づくり応援団」では、敷地内禁煙又は
施設屋内禁煙として登録している企業・商店にステッ
カー等を配付するとともに、札幌市公式ホームペー
ジ上に店舗名等を掲載しています。（保）保健所）

2.5 継続 1,222 239 ○
Ｒ元年度までは、旧制度での登録として
禁煙施設のほか完全分煙施設を含ん
でおり、Ｒ２年度からは禁煙施設のみを
登録している。

健康増進法における第一種施設は敷
地内禁煙、第二種施設は敷地内禁煙
又は施設屋内禁煙としている禁煙施設
を対象とした事業とし、今後も継続す
る。

継続 保） 保健所
健康企画
課

1 1

1,690 2,139

実施回数 25 49

参加者数 603 2,833

実施回数 0 8

参加者数 0 293

69 禁煙週間

世界禁煙デーに始まる禁煙週間に、各種イベント、
パネル展等を実施し、禁煙に係る知識の普及啓発事
業を実施しています。（保）保健所・各区保健セン
ター）

1.2.3.4.5 継続 ○
5月31日からの禁煙週間にあわせ各区
保健センターにおいてポスターでの周
知やパネル展等を実施した。

時期が定着しているイベントであること
から継続して実施予定。

継続 保） 保健所
健康企画
課

70
禁煙外来治療
費助成事業

満20歳以上の禁煙希望の市民のうち、禁煙外来治
療開始前に札幌市へ登録申請し承認決定通知書を
受領する健康保険適用の禁煙外来治療を１２週以
内に５回受診する、他の補助制度を活用していな
い、事後アンケートに協力可能などの要件を満たす
方７５名。禁煙外来治療に係る自己負担額の合計金
額のうち、１万円を上限として助成を行う。

1.2.5 継続 32 35 ○

Ｈ29～Ｒ元年度はがん対策推進プラン
の施策として、子育て世帯を対象に実
施。Ｒ2年度からたばこ対策として引継
ぎ、助成対象を20歳以上の市民に拡大
した。R3～４年度は製薬会社の治療薬
の出荷保留により、飲み薬での治療が
困難になったことから、実績数がR2より
減少が続いている。

財政査定により事業はR4年度で終了。
廃止（廃止
済含む）

保） 保健所
健康企画
課

昨年度は実施がなかったが事業内容の
工夫やパネル展開催などによりメイン
テーマ以外での実施があった。

中間評価の課題を踏まえ、テーマを検
討していく。

継続

継続

喫

煙

保） 保健所
健康教育

（慢性閉塞性肺
疾患：COPD）

68 健康教育

各保健センターでは、生活習慣病の予防、健康増進
等に関して医師・歯科医師・薬剤師・保健師・栄養士
等が健康教育を実施しています。（各区保健セン
ター）

3 継続

例年のＭＵ煙デーイベントとあわせて、
世界禁煙デー禁煙週間に合わせたパ
ネル展を開催し、たばこ対策にかかる
パネルの展示の他、啓発品を配布する
などの周知啓発を実施した。

イベントの実施やイベント以外の動画制
作、放映等の周知啓発を実施していく。

さっぽろ医療
計画

助成金交付人数

健康企画
課

・さっぽろ医
療計画
・札幌市高齢
者支援計画
2018

保）

・さっぽろ医
療計画
・札幌市高齢
者支援計画
2018

保健所
健康企画
課○

事業内容の工夫やパネル展開催など、
メインテーマ以外での実施が増えたこと
により、実施回数・参加者数ともに増加
した。

中間評価の課題を踏まえ、テーマを検
討していく。

○

参加者数

67 健康教育

各区保健センターでは、生活習慣病の予防、健康増
進等に関して医師・歯科医師、薬剤師、保健師、栄
養士等が健康教育を実施しています。（各区保健セ
ンター）

1.2.3.4.5 継続
健康教育
（たばこ）

保） 保健所
健康企画
課

イベント実施回数

○ 継続

項目

禁煙施設登録数

66
さっぽろMU煙
デー推進事業

平成22年10月から毎月３日を「さっぽろMU煙デー」と
し、喫煙者、非喫煙者を含む全ての市民を対象とす
る受動喫煙防止キャンペーンを実施しています。
（保）保健所）

1.2.4.5 継続

令和4年度の実施状況

令和5年度
以降の方向性

その他関連計画 担当

実績 実施状況
事業実施による成果、

市民・企業の反応、評価、新型コロナウ
イスル感染症の影響等

令和6年度
以降の事業
実施につい

て

基本要素５ 喫煙

取組方針

１　成人の喫煙率を減らします
２　受動喫煙の機会を有する人を減らします
３　COPD（慢性閉塞性肺疾患）を知っている人を増やします
４　未成年・妊婦の喫煙をなくします
５　妊婦や子どもの受動喫煙をなくします

実績(R3)
要素等 事業No

関連する事業
等

関連する事業等の概要 取組方針
取組
状況

・〇：実施済み、又は常時実施している。
・△：一部が未実施となった。
・×：実施できなかった。
・―：事業を廃止した。
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令和2年度 計画名 目標値
目標達成予定年

（年度）
局 部 課

実施回数 19 45

参加者数 597 1,752

実施回数 2 8

参加者数 75 159

3,193 3,414
札幌市生涯歯
科口腔保健推
進計画

10%
35年度

（令和5年度）

2.88% 3.13%
さっぽろ医療
計画

31 84

73 288

8 8

382 233

98 118

643 770

76
むし歯・歯周
疾患予防啓発
事業

むし歯・歯周疾患予防のために円山動物園を利用し
たイベントの開催や各種イベント・パネル展等を実施
し、普及啓発事業を実施しています。
（保）保健所）（各区保健センター）

1.2.3 継続 16回 29 ○
円山動物園とのイベントについては終
了。新型コロナウイルスの感染拡大に
影響のない範囲で、各区でパネル展等
の啓発を実施した。

むし歯、歯周疾患予防の普及啓発につ
いては、今後も区と連携して実施を継続
していく。

継続 保） 保健所
健康企画
課

78
学校における
歯科保健対策

幼児、児童、生徒の歯・口腔の健康を保つため、各
学校において「歯科健康診断」を実施しています。ま
た、歯と口の健康づくり推進事業推進指定校や学校
歯科保健優良校表彰への応募・歯と口の健康づくり
に関する図画・ポスターコンクールの開催等を通じ
て、児童生徒へ歯・口腔の健康に関する普及・啓発
を行っています。（教)生涯学習部）

3 継続 ○
歯科健康診断の実施や、歯と口の健康
づくりに関する図画・ポスターコンクール
の開催等を通じて、児童生徒へ歯・口
腔の健康に関する普及・啓発を行った。

各学校における歯科健康診断、歯と口
の健康づくりに関する図画ポスターコン
クールの開催等による児童生徒への普
及・啓発を継続する。

継続 ― ― ― 教）
生涯学習
部

保健給食
課

17 51

172 486

81 健口ノート
教育委員会、小学校の養護教諭と連携し、授業でも
活用できる第１大臼歯のむし歯予防に関する内容の
小冊子を作成。小学1年生全員に配布。

3 継続 15,570 15,570 ○
新1年生に提供した健口ノートは、各学
校で教材として活用され、普及啓発が
実施されている。

今後も教育委員会、小学校の養護教諭
と連携しながら継続する。

継続 保） 保健所
健康企画
課

0 0

0 0

実績(R3)

参加者数

健康教育
（歯の健康）

令和4年度の実施状況

実績

その他関連計画

35年度
（令和5年度）

実施状況

○ 中間評価の課題を踏まえ、テーマを検
討していく。

コロナ禍の影響を受けた昨年度と比
べ、実施回数・参加者数ともに増加し
た。

項目

受診率

令和5年度
以降の方向性

事業実施による成果、
市民・企業の反応、評価、新型コロナウ

イスル感染症の影響等

健康教育
（歯周疾患健康教

育）

実施回数

継続

実施

廃止

実施回数

参加者数（延べ数）

✕

○

継続 健康測定

相談

学校送付総数（冊）

参加人数

実施

継続✕

新型コロナウイルスの感染症の感染拡
大リスクを考慮し、一部内容を変更して
実施を継続する。

新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、申込はあったがキャンセルとなった
サロンが数件あるものの、コロナ禍前並
みの件数を実施した。

継続

担当

健康企画
課

健康企画
課

札幌市生涯
歯科口腔保
健推進計画

・さっぽろ医
療計画
・札幌市高齢
者保健福祉
計画・介護保
険事業計画

保健所

保健所

健康企画
課

保）

継続

継続

73

1.2
妊娠中あるいは、産後1年以内の妊産婦を対象に各
区保健センターにて健診と保健指導を実施。（各区
保健センター）

継続

健康教育

1,2,4,5

取組方針
取組
状況

妊産婦歯科健
診

75

74
高齢者口腔ケ
ア研修事業

継続

関連する事業等の概要

参加者数

受診者数

79

継続

２歳頃までの幼児と保護者を対象に、歯みがき習慣
の形成や良い食習慣についての集団指導を、各区
保健センターで実施しています。（各区保健セン
ター）

1.3

継続

医療・介護受遺者等を対象とした講演
会については、Web参加でのオンライン
セミナーとした。一般高齢者及びその家
族を対象とした講習会は新型コロナウ
イル感染症の予防措置をしたうえで会
館等で行った。

平成28年度末をもって本事業は終了。 保）

管理栄養士や歯科衛生士、看護師などの専門職員
が、元気でいるために必要な栄養・食事、食べること
に欠かせない噛む力や飲み込む力を保つ方法につ
いて楽しく学ぶ教室を開催しています。（保)　高齢保
健福祉部）

4.5

35年度
（令和5年度）

廃止（廃止
済含む）

受診率8％

介護保険
課

保健所

さっぽろ医療
計画
札幌市生涯
歯科口腔保
健推進計画

○

令和6年度
以降の事業
実施につい

て

継続 保） 保健所

保）

高齢保健
福祉部

80
8020セミナー
（キッズ編）

乳幼児、学童を対象に子育てサロンや児童会館で、
歯科疾患の予防に関する知識の普及と情報提供を
実施。

3 継続

参加人数

保健所

77

高齢者口腔機
能向上・栄養
改善教室（二
次予防事業）

4.5

実施回数

―

かかりつけ歯
科医普及

企業関係団体と連携して講演会、歯と口の健康測定
の実施。 1.2

参加人数

健康企画
課

地域の高齢者を対象に歯科疾患の予防や誤嚥性肺
炎の予防に関する知識の普及啓発と情報提供。 4,5 実施及び実施内容について検討する。

高齢者を対象としている集合型での教
室は、新型コロナウイルス感染症の感
染拡大防止及び重症化予防の観点か
ら、実施を見合わせた。

継続 保） 保健所
健康企画
課

保）

実施回数

保健指導実施数

健康企画
課

保） 保健所

歯・口腔の健康

○

○

○

保）

健康企画
課

健康企画
課

さっぽろ医療
計画

保）

保健所

新型コロナウイルス感染症の影響によ
る受診控えが見られたものの、受診者
数は昨年度比で微増となった。

取組方針

１　かかりつけ歯科医を持つ人を増やします
２　むし歯や歯周疾患のある人を減らします
３　むし歯のない子どもを増やします
４　高齢になっても自分の歯を有する人を増やします
５　高齢になっても咀嚼機能が良好な人を増やします

医療、介護職員を対象とし、要支援・要介護高齢者
の口腔状態の改善、機能の向上のための研修を
行っています。また、一般高齢者を対象とした口腔ケ
ア講習会も実施しています。（保)保健所）

各区保健センターでは、生活習慣病の予防、健康増
進等に関して医師・歯科医師、薬剤師、保健師、栄
養士、歯科衛生士等が健康教育を実施しています。
（各区保健センター）

2

基本要素６

71

歯
・
口
腔
の
健
康

72 歯周疾患検診
40歳、50歳、60歳、70歳の人を対象に、札幌市指定
の歯科医療機関で問診・口腔内診査による歯周疾
患検診を行っています。（指定の歯科医療機関）

82
8020セミナー
（高齢者編）

むし歯予防教
室

要素等 事業No
関連する事業

等

年齢に応じたセルフケアの方法につい
て周知し、フッ化物の応用など科学的
根拠に基づいたむし歯予防を推進す
る。
電子媒体等を活用した情報提供につい
ても継続する。

新型コロナウイルス感染症の影響によ
り教室を中止とした時期があったことか
ら実施回数は減ったが、各区では独自
に「むし歯予防教室」動画を区HPで公
開する等、感染リスクを伴わない方法で
情報提供している。

継続

令和4年度から受診者数に回復の兆候
がみられる。今後も一社）札幌歯科医
師会の協力を得てさらなる受診率向上
に努める。

継続

妊娠と歯周病の関係性や歯科健診の
必要性について周知を強化する。また、
歯科健診を受診しやすい環境の整備に
努める。

継続

新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、緊急事態宣言期間等、健診の開催
を見合わせた時期があったため受診数
が減っているが、昨年度に比べ回復傾
向にある。

所管事業のなかで、折々にかかりつけ
歯科医について普及啓発を継続する。

新型コロナウイルス感染症が感染症法
の5類相当の扱いとなったことから、受
講対象者によらず、会場で対面での講
習や実習も増やしていく。

・〇：実施済み、又は常時実施している。
・△：一部が未実施となった。
・×：実施できなかった。
・―：事業を廃止した。
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「健康さっぽろ21(第二次)」事業調書

令和2年度 計画名 目標値
目標達成予定年

（年度）
局 部 課

85
女性のフレッ
シュ健診

職場等で健診を受ける機会のない18歳～39歳まで
の家庭の主婦、自営業の女性を対象とし、札幌市中
央健康づくりセンターで健康診査を実施しています。
（中央健康づくりセンター）

1・2 継続 718 815 △
新型コロナウイルス感染症の感染拡大
による営業時間の短縮期間などもあり、
利用者数はやや減少したものの、徐々
に回復傾向にある。

広報さっぽろ等で市民への周知を図り、
利用者の増加に努める。

継続 無 無 無 保） 保健所
健康企画
課

91
未来を守ろう
プロジェクト

若い世代に子宮頸がんについて啓発するプロジェク
トとして、学生のアイデアを取り入れた啓発活動を
行っています。（保)保健所）

3 廃止 ―
当プロジェクトが終了しているため、当
プロジェクト作成チラシの配布を廃止し
た。

今後も当プロジェクトに係る普及啓発等
は実施しない。

廃止（廃止
済含む）

札幌市がん
対策推進プラ
ン

保） 保健所
健康企画
課

92
肝炎ウイルス
検査

札幌市に在住している方でこれまでに肝炎ウイルス
検査を受けたことのない方を対象に、委託医療機関
で無料の肝炎ウイルス検査を実施しています。（指
定の医療機関）

― 継続 22,474 20,412 ○
新型コロナウイルス感染症の影響を受
け、外出自粛を市民にお願いしていた
ことから医療機関への受診を控える傾
向にあり、例年より低い受検者数となっ
た。

過去に検査を受けたことのない方が対
象であり、受検者の減少が見込まれる
が、受検者の確保を図るため、肝臓週
間などでの市民に対する周知を継続す
る。

継続 保） 保健所
感染症総
合対策課

93
 元気アップ応
 援事業

 札幌市国民健康保険の特定健康診査を受けられた
 方で、糖尿病、高血圧症、脂質異常症の治療中のた
 め、特定保健指導の対象とならない方を対象に、疾
 病の改善・重症化予防を目的に保健指導を実施して
 います。(保）保険医療部）

2  継続  ○  利用者の満足度は高く、行動変容・状
 態の改善につながっている。

 保健指導の継続
 継続

 札幌市国民
 健康保険保
 健事業プラン
2018

 （数値目標は設
 定していない）

 保）
 保険医療
 部

 国保健康
 推進担当
 課

検診受診者数の増加、受診率の向上を
図るため、さらなる効果的な普及啓発
が必要である。

○ 健康企画
課

健康企画
課

健康企画
課

保健所

平成35年度
（令和5年度）

平成35年度
（令和5年度）

検診受診者数の増加、受診率の向上を
図るため、さらなる効果的な普及啓発
が必要である。

がん検診の実施は、市民の健康維持に
寄与するものであり、国の施策として
も、受診者数の増加、受診率の向上を
求められているところ、令和４年度はコ
ロナウイルスの影響が終了しつつあり、
受診率は回復傾向にある。

健康企画
課

札幌市がん
対策推進プラ
ン

○

40％（ただし別途
受診実態調査に
て算出する受診

率に対して）

がん検診の実施は、市民の健康維持に
寄与するものであり、国の施策として
も、受診者数の増加、受診率の向上を
求められているところ、令和４年度はコ
ロナウイルスの影響が終了しつつあり、
受診率は回復傾向にある。

検診受診者数の増加、受診率の向上を
図るため、さらなる効果的な普及啓発
が必要である。

平成35年度
（令和5年度）

40％（ただし別途
受診実態調査に
て算出する受診

率に対して）

札幌市がん
対策推進プラ
ン

継続

受診者数 46，286人
１１月に集
計完了予

定

受診者数 716人
11月に集
計完了予

定

保）

検診受診者数の増加、受診率の向上を
図るため、さらなる効果的な普及啓発
が必要である。

がん検診の実施は、市民の健康維持に
寄与するものであり、国の施策として
も、受診者数の増加、受診率の向上を
求められているところ、令和４年度はコ
ロナウイルスの影響が終了しつつあり、
受診率は回復傾向にある。

○

○ 保）

国保健康
推進担当
課

国保健康
推進担当
課

保健所

要素等 事業No
関連する事業

等
関連する事業等の概要 取組方針

取組
状況

特定健康診査を受診した結果、生活習慣病発症の
可能性が高いと判定された方を対象に、保健師や管
理栄養士などによる特定保健指導を行い、生活習慣
の改善を支援しています。（各区保健センター、各区
役所、指定の特定保健指導実施機関）

受診者数

継続

継続

継続

項目

受診者数継続

継続

受診者数

職場等でがん検診を受ける機会のない20歳以上で
偶数歳の女性を対象に、問診、視診、子宮頸部細胞
診（医師の判断により子宮体部の細胞診）、内診によ
る子宮がん検診を行っています。（北海道対がん協
会、指定の医療機関）

3

受診者数

基本要素７

86 胃がん検診

職場等でがん検診を受ける機会のない50歳以上の
方を対象に、問診、胃部Ｘ線撮影、胃内視鏡検査に
よる胃がん検診を行っています。（北海道対がん協
会、指定の医療機関）

3

健康行動

取組方針

１　特定健康診査、特定保健指導を受ける人を増やします
２　生活習慣病の重症化を予防します
３　がん検診を受ける人を増やします
４　かかりつけ医を持つ人・小児科救急医療機関を知っている人を増やします
５　定期予防接種を受ける子どもを増やします
６　インフルエンザの予防接種を受ける高齢者を増やします
７　HIVの早期発見に努めます

83
札幌市国民健
康保険特定健
康診査

84
札幌市国民健
康保険特定保
健指導

札幌市国民健康保険に加入している40歳以上を対
象に、実施医療機関及び住民集団健診会場におい
て、メタボリックシンドロームに着目した特定健康診
査を行っています。（指定の医療機関、北海道結核
予防会）

1

1

健

康

行

動
90 肺がん検診

87 大腸がん検診

職場等でがん検診を受ける機会のない40歳以上の
方を対象に、問診、免疫便潜血検査２日法による大
腸がん検診を行っています。（北海道対がん協会、
指定の医療機関）

3

88 子宮がん検診

40％（ただし別途
受診実態調査に
て算出する受診

率に対して）

札幌市がん
対策推進プラ
ン

50％（ただし別途
受診実態調査に
て算出する受診

率に対して）

50％（ただし別途
受診実態調査に
て算出する受診

率に対して）

保）

保健所保）

札幌市がん
対策推進プラ
ン

健康企画
課

平成35年度
（令和5年度）

保健所

がん検診の実施は、市民の健康維持に
寄与するものであり、国の施策として
も、受診者数の増加、受診率の向上を
求められているところ、令和４年度はコ
ロナウイルスの影響が終了しつつあり、
受診率は回復傾向にある。

受検者数

保健所
平成35年度

（令和5年度）
保）

検診受診者数の増加、受診率の向上を
図るため、さらなる効果的な普及啓発
が必要である。

継続

継続

継続

81,556 84,065

受診者数 36,229 36,878
札幌市がん
対策推進プラ
ン

受診者数 23,999 31,092

継続

継続

職場等でがん検診を受ける機会のない40歳以上の
方を対象に、問診や胸部Ｘ線検査（問診の結果によ
り喀痰細胞診）による肺がん検診を行っています。
（北海道結核予防会 札幌複十字総合健診センター、
北海道対がん協会）

3

職場等でがん検診を受ける機会のない40歳以上で
偶数歳の女性を対象に、問診、マンモグラフィ検査
（40歳代の希望者には超音波検査を追加）による乳
がん検診を行っています。（北海道対がん協会、指
定の医療機関）

389 乳がん検診

札幌市国民健
康保険保健事
業プラン2018

保）

札幌市国民健
康保険保健事
業プラン2018

31%
平成35年度

（令和5年度）

23%
平成35年度

（令和5年度）

潜在的な重症化リスクのある方々が、
自ら気が付かないうちに健康状態を悪
化させないよう、未受診者勧奨を行い、
健康状態不明層の縮減に取り組む。

担当

保険医療
部

保険医療
部

保）

令和5年度
以降の方向性

その他関連計画
令和6年度
以降の事業
実施につい

て

継続

継続

継続

△

○

令和４年度はコロナワクチン会場設置
による区民センター借上げにより、複数
の会場で健診が中止となった。

14,965 17,701

○

がん検診の実施は、市民の健康維持に
寄与するものであり、国の施策として
も、受診者数の増加、受診率の向上を
求められているところ、令和４年度はコ
ロナウイルスの影響が終了しつつあり、
受診率は回復傾向にある。

令和4年度の実施状況
実績(R3)

実施状況
事業実施による成果、

市民・企業の反応、評価、新型コロナウ
イスル感染症の影響等

実績

実施率の維持・向上に向けた取組（未
利用者勧奨等）を行うとともに、保健指
導利用者の改善率の向上に向け、効果
的な保健指導の実施方法について検
討を行う。

R3年度までは新型コロナウイルス感染
症の拡大防止のため指導を中止する期
間もあったが、R4年度は安定的に実施
できている。また、R4年度から初回面接
分割実施を行う健診会場を大幅に増や
している。
保健指導利用者の改善率は20％台前
半で推移している。（R3年度実績）

50,427 55,827

・〇：実施済み、又は常時実施している。
・△：一部が未実施となった。
・×：実施できなかった。
・―：事業を廃止した。
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令和2年度 計画名 目標値
目標達成予定年

（年度）
局 部 課

要素等 事業No
関連する事業

等
関連する事業等の概要 取組方針

取組
状況

項目

担当令和5年度
以降の方向性

その他関連計画
令和6年度
以降の事業
実施につい

て

令和4年度の実施状況
実績(R3)

実施状況
事業実施による成果、

市民・企業の反応、評価、新型コロナウ
イスル感染症の影響等

実績

94
感染症予防対
策

①感染症に関する正しい知識の普及：感染症を予防
するとともに、感染症患者に対する差別や偏見をなく
すため、各種パンフレットや広報さっぽろなどのほ
か、マスコミ報道等を通して市民に感染症に関する
正しい知識の普及に努めています。
②結核・感染症発生動向調査：結核及び感染症の患
者発生数等を収集・分析の上、教育委員会、市医師
会等に還元するなど、感染症流行予測と予防啓発に
役立てています。また、主要感染症について札幌市
分のデータに独自の分析・コメントを加え、市衛生研
究所ホームページ上で公開しています。（保）保健
所）

― 継続 ○
今後も感染症に関する正しい知識の普
及啓発に努めていく。
また、感染症の発生動向について情報
を収集、分析し、市民や関係機関に還
元していく。

継続
さっぽろ医療
計画2018

保） 保健所
感染症総
合対策課

95
感染拡大防止
対策

患者が発生したとき、必要に応じて保健所が感染症
指定医療機関への入院勧告や特定職種への就業を
制限するなどの措置を行っています。また、患者及
び接触者の健康診断を行うほか、疫学調査を実施
し、原因究明と感染拡大防止を図っています。（保）
保健所）

― 継続 ○ 感染拡大防止のため、各感染症に応じ
た対応を行っていく。

継続
さっぽろ医療
計画2018

保） 保健所
感染症総
合対策課

96
感染症健康危
機管理

感染症に関する健康危機発生時に市民の生命を守
り、感染の拡大を防止するため、平成９年度に情報
の収集、分析、対応策の決定などについての具体的
な指針として「札幌市感染症健康危機管理実施要
領」を策定し、危機のレベルに応じた対策を講じてい
ます。（保）保健所）

― 拡大 ○

感染症患者が発生した際には、患者情
報を集約し、必要に応じて疫学調査の
実施や接触者の健康診断を実施する
等、感染原因の究明や感染拡大防止
対策を講じた。また、厚労省等から発出
される通知等の情報を収集し、必要に
応じて医療機関や市民に対して周知を
行った。

引き続き感染症発生時には、危機レベ
ルに応じた対策を実施し、感染拡大を
防止する。
令和５年度に、感染症法に基づく「感染
症予防計画」を策定する。

継続
さっぽろ医療
計画2018

保） 保健所
感染症総
合対策課

97
性感染症予防
事業

思春期ヘルスケア事業や大学・専門学校・PTA等を
対象とした健康教育、医療機関との連携により、性
感染症予防および治療に関する正しい知識の普及
啓発を行っています。（保）保健所）

7 継続 △ 153.154.155　参照 153.154.155参照 継続

新・さっぽろ
子ども未来プ
ラン
さっぽろ医療
計画

保） 保健所
健康企画
課

98 エイズ予防

①ポスター、パンフレット、リーフレットの作成や配付
等による正しい知識の普及啓発を行っています。
②保健所・各区保健センターでの相談窓口体制に加
え、保健センターにおけるエイズ相談専用電話を実
施しています。
③世界エイズデー(12月１日)関連事業として、各種エ
イズ予防啓発事業を実施しています。
④各区保健福祉部医師、看護師、保健師のカウンセ
リング研修等への参加を行っています。
（保）保健所、各区保健センター）

7 継続 106 193 ○

世界エイズデー関連事業として、街頭
大型ビジョンへの放映や札幌市時計台
のライトアップ、ラジオ広報、普及啓発
動画の作成等の普及啓発を行った。
また、HIV検査啓発ポスターを作成し、
性感染症を診療する医療機関へ配布し
た。
新たな普及啓発を行ったことで反響もあ
り、エイズの検査件数、相談件数ともに
前年と比較し増加した。

エイズに関する予防及びまん延防止の
ため、引き続き事業を継続する。
世界エイズデー関連事業としては街頭
大型ビジョン放映やラジオ広報、ライト
アップを継続し、市民への普及啓発を
行う。

継続 保） 保健所
感染症総
合対策課

99 HIV抗体検査

各区保健センターで毎月２回、匿名・無料のHIV抗体
検査を実施しています。また、夜間HIV検査を毎月１
回、休日HIV検査を年３回実施しています。さらに、
民間に運営を委託した検査センターで土曜日検査を
実施しています。（各区保健センター、指定検査セン
ター）

7 継続 816 1,405 ○

新型コロナウイルス感染対策のためR2
～3年度は一部検査を中止していたが、
令和4年度は中止することなく、各区保
健センターでは毎月2回、夜間検査を毎
月1回、休日検査を年3回（午前・午後）
実施。委託運営をしている土曜検査も
検査中止期間なく、週1回実施。年間の
検査件数はコロナ前の令和元年度と比
較し7割まで回復している。直営検査の
みで比較すると8割まで回復。

HIV感染の早期発見に向けて、引き続
き事業を継続する。また、平成30年度
から開始したHIV抗体検査と同時実施
の梅毒検査を継続する。
夜間検査、休日検査は予約開始後すぐ
に定員が埋まる状況が続いている。梅
毒流行に伴う検査ニーズの上昇も見ら
れることから、夜間検査、休日検査は予
約定員を一部増加。

継続 保） 保健所
感染症総
合対策課

11,711 11,314  

97.8% 99.0% 95.0% 目標達成済

2,314 1,148

98.2% 96.5%

Ⅰ期 94.5% 97.8%

Ⅱ期 85.2% 85.0%

接種率

○ 継続
感染症総
合対策課

結核に関する
特定感染症
予防指針（国
の指針）

受診率

結核のまん延を防止するため、引き続
き事業を継続する。

継続

法に基づき、対象事業を継続する。前年度と同程度の水準となった。

対象者数

保） 保健所
感染症総
合対策課

　○

保） 保健所
感染症総
合対策課

102 予防接種事業 5

101
結核の接触者
健康診断

結核のまん延を防止するため、接触者等を対象とし
て実施しています。（保）保健所）

―

感染症予防のため、予防接種法に基づいて、定期予
防接種を実施しています。(対象となる疾病：ジフテリ
ア、百日せき、破傷風、ポリオ、麻しん、風しん、日本
脳炎、Ｂ型肝炎、ヒブ感染症、小児の肺炎球菌感染
症、ヒトパピローマウイルス感染症、ロタウイルス、水
痘、結核 [BCG] ）  （指定医療機関、BCGは各区保
健センター）。また、H30年度より、一時的に市外に居
住している札幌市民に対する償還払いを実施してい
ます。

　○ 継続

小児結核予防のため、引き続き事業を
継続する。

保） 保健所

健

康

行

動

電話相談件数

受検者数

100 BCG接種事業

小児結核の予防のため、予防接種法に基づき生後５
か月から８か月に達するまでの期間を標準的な接種
期間としてBCG接種事業を実施しています。（各区保
健センター）

継続

5

拡大

継続

接種者数

153.154.155　参照

麻しん風しん
混合（ＭＲ）

接種率
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令和2年度 計画名 目標値
目標達成予定年

（年度）
局 部 課

要素等 事業No
関連する事業

等
関連する事業等の概要 取組方針

取組
状況

項目

担当令和5年度
以降の方向性

その他関連計画
令和6年度
以降の事業
実施につい

て

令和4年度の実施状況
実績(R3)

実施状況
事業実施による成果、

市民・企業の反応、評価、新型コロナウ
イスル感染症の影響等

実績

103
高齢者インフ
ルエンザ予防
接種事業

65歳以上の高齢者、または60～64歳の方で、心臓、
じん臓若しくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウィ
ルスによる免疫機能に障がいを持つ方（障害等級１
級またはそれに準じる方）を対象に、市内の委託医
療機関でインフルエンザの予防接種を実施していま
す。（指定の医療機関）

6 継続 280,305 301,542 ○
ワクチンの供給量が多く、希望者がス
ムーズに接種していただける状況で
あったことから、前年を上回る接種件数
となった。

法に基づき、対象事業を継続する。 継続 保） 保健所
感染症総
合対策課

104
かかりつけ医
などの普及促
進

市民にかかりつけ医等を決めることの重要性を周知
するため、かかりつけ医・歯科医・薬剤師ハンドブッ
クを発行するとともに、普及促進イベント等を行いま
す。（保）保健所）

4 継続
60.9

(2020.10）
59.1

(2022.10) ○
いきいき健康・福祉フェア等でハンドブッ
クを配布するほか、出前講座で市民に
普及啓発しているが、かかりつけ医を
決めている市民の割合は横ばいであ
る。

引き続き、イベントでのハンドブックの配
布や出前講座で市民に普及啓発する。

継続
さっぽろ医療
計画2018

70% 2023年度 保） 保健所
医療政策
課

105

生活保護世帯
及び支援給付
世帯の健康診
査業務

健康保険未加入の生活保護・支援給付受給者及び
ﾎｰﾑﾚｽに本市国民健康保険特定健康診査と同様の
健康診査を実施する。

1,2 拡大 719 827 ○
11月及び3月に、単身入院者世帯等を
除く生活保護受給世帯に対し受診勧奨
文を送付した結果、受診者数が増加し
た。

R3.3より単身入院者世帯等を除く生活
保護受給世帯に対し受診勧奨を実施し
ており、今後も継続して実施する。

拡大 保） 総務部 保護課

106
前立腺がん検
査（ＰＳＡ検
査）

職場等でＰＳＡ検査を受ける機会のない50歳～69歳
の方を対象に、ＰＳＡ検査に係る利益と不利益を説明
した上で同意の署名を取得し、問診、ＰＳＡ検査（血
液検査）を行っています。（北海道対がん協会、指定
の医療機関）

3 継続 3,593 3,980 ○
市民が、利益と不利益に関する正しい
理解のもとで、PSA検査を受診するか
否かを選択可能な体制と、希望者が受
診可能な体制を整備することが目的。

継続実施 継続 保） 保健所
健康企画
課

107
南区健康寿命
延伸事業

健康寿命の延伸を図るため、健康阻害要因となって
いる病気などの分析を進めるとともに、健康や福祉
に関するイベントの実施を通じて分析結果や具体的
な予防法などを地域住民に広く周知します。

1,2,3 廃止 ― 健康寿命延伸事業は、事業目的を達成
したため令和元年度で廃止している。

健康寿命延伸事業は令和元年度で廃
止したが、通常業務の中で、引き続き健
康寿命延伸の必要性、具体的な予防法
等を発信していく。

廃止（廃止
済含む）

南区 保健福祉部
健康・子
ども課

108
生活習慣病重
症化予防事業

国民健康保険加入者の生活習慣病重症化予防のた
め、①特定健康診査の結果、受診が必要な未治療
の方への医療機関への受診勧奨　②診療報酬明細
書等の結果から、糖尿病の治療を中断している方へ
の受診勧奨　③治療中であるが重症化リスクのある
方への保健指導の利用勧奨　を実施します。

2 継続 ○

①について、R3年度までは新型コロナウイルス感染症
の拡大防止のため訪問による勧奨を中止する期間も
あったが、R4年度は安定的に訪問も実施できている。
勧奨後受診率は20％台前半で推移しているが、現時
点でのR4年度実績はR3年度を上回り20％台後半と
なっている。
②については、保健指導利用者の満足度は高く、行
動変容・状態の改善につながっている。一方、対象者
のうち保健指導利用者は1～2％と極めて低い水準と
なっている。
③は集計完了しているR3年度実績では勧奨後受診率
は32.3％である。

治療・保健指導が必要な対象者をこれ
らに着実につなげていくことができるよ
う、効果的な受診勧奨・保健指導利用
勧奨の方法を検討していく。併せて、現
行の対象者抽出要件は本市が独自に
定めたものであるため、見直しの必要
がないか、検討していく。

継続

札幌市国民
健康保険保
健事業プラン
2018

保）
保険医療
部

国保健康
推進担当
課

110

がん対策普及
啓発キャン
ペーン実行委
員会

「がんに関する正しい知識の普及啓発」を掲げ、様々
な媒体を利用した普及啓発を実施するため、医療機
関、がん患者団体、報道機関等を含めた関係機関と
連携した実行委員会を設立した。

3 継続 １１機関 １１機関 ○

２回の実行委員会を通して、参加機関
からの意見を取り入れながら、がん予
防につながるメッセージのコンクール、
トークショーの開催、テレビ・ラジオ等各
種メディアの活用、大学生との意見交
換会などを行い、市民や事業所等へが
んについて幅広く啓発することができ
た。

今年度計画最終年を迎える「札幌市が
ん対策推進プラン」に基づく事業として
実施しており、次期プランの策定を行う
ことから、今後来年度以降の実施につ
いて検討をしていく。

検討中
札幌市がん
対策推進プラ
ン

保） 保健所
健康企画
課

実施回数 49 75

参加者数 3,737 4,674

健
　
康
　
行
　
動

・さっぽろ医
療計画
・札幌市高齢
者支援計画
2018

保） 保健所
健康企画
課

かかりつけ医を決めている市民の割合

受診者数

健康寿命延伸関連イベントへの参加
者数

受診者数

接種者数

109

がん患者の就
労継続に向け
た環境整備事
業(がん対策
認定企業制
度)

札幌市が推奨するがん対策に取り組む企業を、その
取り組み内容に応じたクラスに分けて認定します。

3 継続

令和4年度は新たに2社を認定した。新
規認定企業数は一昨年度より減少した
ものの、仕事とがん治療の両立ができ
る職場づくりに取り組む事業所は増加し
ている。

実行委員会の参加機関数

新規 健康教育

各区保健センターでは、生活習慣病の予防、健康増
進等に関して医師・歯科医師、薬剤師、保健師、栄
養士等が健康教育を実施しています。（各区保健セ
ンター）

1～７ 継続
健康教育

（健康行動）

事業内容の工夫やパネル展開催など
により、実施回数・参加者数ともに増加
した。

中間評価の課題を踏まえ、テーマを検
討していく。

継続○

保）認定企業数 2社 健康企画保健所
札幌市がん

対策推進プラ
ン

今年度計画最終年を迎える「札幌市が
ん対策推進プラン」に基づく事業として
実施しており、次期プランの策定を行う
ことから、今後来年度以降の実施につ
いて検討をしていく。

9社 ○ 検討中
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令和2年度 計画名 目標値
目標達成予定年

（年度）
局 部 課

111
妊婦一般健康
診査

妊婦を対象として、「より安全で安心な出産」を迎える
ために、公費負担により、14回の健康診査を実施し
ています。（保）保健所）

1,2,3 継続 142,013 129,835 ○ 従前と変わりなく妊婦の健康診査への
助成を行った.

継続して実施する。 継続
新・さっぽろ
子ども未来プ
ラン

保） 保健所
健康企画
課

112
妊婦甲状腺機
能検査

妊婦を対象として、甲状腺機能異常の早期発見、早
期治療を図るため、血液によるスクリーニング検査を
市衛生研究所で実施しています。（保）衛生研究所）

3 廃止 5,386 ○
平成25年度から令和4年度に、304名の
患者を発見し、早期治療に結び付け
た。

試薬供給体制の変化、母子スクリーニ
ング事業全体の縮小見直等により、令
和4年度いっぱいで事業中止する。

廃止（廃止
済含む）

第4次さっぽ
ろ子ども未来
プラン

精密検査報告
書回収率
90%

令和4年度 保）
衛生研究
所

保健科学
課

113
母子健康手帳
の交付

妊娠届出書を提出した妊婦に対して、各区保健セン
ターで交付しています。（各区保健センター） 1 継続 12,004 10,943 ○ 新型コロナウイルス感染拡大時におい

ても、感染対策を徹底した上で実施。

母子健康手帳交付時に保健師や母子
保健相談員が全妊婦と面接することに
より、関係性の構築やスムーズな支援
につなげる。

継続 保） 保健所
健康企画
課

114
初妊婦訪問事
業

初妊婦全員を対象として、妊娠期間中に保健師や母
子保健訪問指導員が各家庭に訪問指導を実施し、
妊娠中から出産・育児のイメージを持ち、安心して出
産、育児ができるよう支援する。（各区保健センター）

1.2.3.4.5.6 継続 3,954 3,669 ○
新型コロナウイルス感染拡大時にも、
家庭訪問を希望される方については、
感染対策を徹底した上で従来通り訪問
による支援を行った。

初妊婦に加え、希望する経妊婦も訪問
対象とすることとし、安心して出産・育児
に向かうことができるよう支援する。

拡大
新・さっぽろ
子ども未来プ
ラン

保） 保健所
健康企画
課

115 産後ケア事業

生後6か月未満の乳児がおり、家族等から十分な援
助が得られず、かつ心身の不調または育児不安等
がある産婦を対象に、市内の助産所において、宿泊
または日帰りで休養の機会を提供し、母子の健康管
理や育児に関する助言指導を行う。

3.6 継続 517 478 ○
新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、親族の支援がない産婦等、利用希
望が増えたため、感染対策を徹底した
上で継続し、支援を行った。

令和５年度より、利用料金の減額を実
施する。また、引き続き助産師のケアの
質を確保しながら、委託先の拡充を行
い、受け入れ体制の充実を図っていく。

継続
新・さっぽろ
子ども未来プ
ラン

80 平成31年度 保） 保健所
健康企画
課

35 109

411 1,728

- -

- -

3 6

95 438

119 離乳期講習会
乳児の母親を対象として、離乳に関する保健指導を
実施しています。（各区保健センター） 3 縮小 45 176 △

新型コロナウイルス感染症に配慮し、
人数制限や感染対策を行った上で、実
施した。

引き続き、新型コロナウイルス感染症の
状況を考慮して実施するとともに、ホー
ムページに動画をアップするなど様々
な媒体をとおした情報提供を継続する。

継続 保） 保健所
健康企画
課

44 119

372 742

設置数 167 158

開催回数 1,179 2,554

利用者数（延べ数） 11,494 27,350

設置数 82 82

開催回数 6,868 11,422

利用者数（延べ数） 112,038 199,991

設置数 10 10

開催回数 2,164 3,087

利用者数（延べ数） 56,977 105,109

設置数 103 103

開催回数 4,621 9,278

利用者数（延べ数） 85,919 170,402

その他関連計画
令和6年度
以降の事業
実施につい

て

事業実施による成果、
市民・企業の反応、評価、新型コロナウ

イスル感染症の影響等

△

△

△

保健所

担当
令和4年度の実施状況

保健所
健康企画
課

保健所
健康企画
課

令和5年度
以降の方向性

保健所

感染防止対策の上で、「マタニティ教
室」を実施する。

117
両親教室・父
親教室

初妊婦およびその配偶者を対象として、各区保健セ
ンターで妊娠、出産、育児等に関し、主に父親の役
割を中心に保健指導を実施しています。（各区保健
センター）

1,2,4,5,6 継続

1,2,4,5,6

118

3,4,5,6 継続

ワーキング・マ
タニティスクー
ル

121 子育てサロン

子育て家庭が気軽に集い、自由に交流や情報交換
ができる「子育てサロン」の設置を進めています。地
域の関係者により運営されている地域主体の子育て
サロン、児童会館等での子育てサロンに加え、週３
回開催の常設子育てサロンの設置を進め、社会全
体で子育て家庭を支えるまちづくりを推進していま
す。（子）子育て支援部）
※設置数は、年度末時点のもの。

120 育児教室

116

親
子
の
健
康

感染防止対策を徹底した上で、一部規
模を縮小して実施。

新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、規模を縮小し、各区の状況に応じて
実施。

実績

初妊婦およびその配偶者を対象として、各区保健セ
ンターで妊娠、出産、育児等に関する保健指導を実
施しています。（各区保健センター）

働きながら出産・育児をする初妊婦およびその配偶
者を対象として、働きながら妊娠、出産、育児等をす
るために必要な保健指導等を実施しています。
（保）保健所）

1,2,4,5,6

母親教室

継続

開催回数

参加者数（延べ数）

参加者数（延べ数）

参加者数

開催回数

継続

開催回数

受診者数（延べ数）

基本要素8 親子の健康

取組方針

１　未受診妊婦を減らします。
２　低出生体重児が生まれる要因について正しい知識を持つ人を増やします
３　安心して育児ができる母親を増やします
４　乳児のSIDS（乳幼児突然死症候群）による死亡を減らします
５　不慮の事故による乳幼児の死亡を減らします
６　児童虐待を予防します
７　10歳代の望まない妊娠を防ぐために、避妊法に関する正しい知識を持つ人を増やします
８　性感染症に関する正しい知識を持つ人を増やします
９ 薬物に関する正しい知識を持つ人を増やします

要素等 事業No
関連する事業

等
関連する事業等の概要 取組方針

取組
状況

項目

実施回数

保）
乳幼児と母親を対象に、子どもの発育、発達に応じ
た育児の保健指導や情報交換を行っています。（各
区保健センター）

△
参加者数

子育てに関する相談への対応、情報提
供や定期的に講習を行うなどの利用者
ニーズに応え、きめ細かな子育て支援
を行い、安心して交流できる場となる子
育てサロンの充実に取り組む。

※子育て支援総合センターは令和5年3
月末閉館のため事業なし。令和５年４月
より中央区保育・子育て支援センター開
設のため事業実施。

各子育てサロンにおいて、新型コロナウ
イルス感染症の感染拡大防止のため、
人数や時間等の利用制限を設けながら
実施した。

②常設子育てサロ
ン

③公設の子育て
サロン（子育て支援
総合センター、区保
育・子育て支援セン
ター）

④児童会館の子
育てサロン※児童
会館での常設子育て
サロン65箇所を含む

①地域主体の子
育てサロン

○

開催回数

3.6 継続

検査人数

人　数

件　数

件　数

母親教室と両親・父親教室を統合し、
「マタニティ教室」に名称変更。新型コロ
ナウイルス感染拡大防止のため、各区
の状況に応じて実施した。
※ほか、オンラインによるマタニティ教
室について６回(247人）実施した。

健康企画
課

健康企画
課

子育て支
援推進担
当課

第２次札幌市
まちづくり戦
略ビジョン
新・さっぽろ
子ども未来プ
ラン

子）
子育て支
援部

継続

継続

継続

継続

保）

保）

継続 保）

実績(R3)

実施状況

116 参照 116 参照

勤労初妊婦とその配偶者の仕事と育児
の両立の一助となるよう、定員やプログ
ラム見直しの上、継続して実施。

新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、オンラインでの教室開催も並行して
実施した。

・〇：実施済み、又は常時実施している。
・△：一部が未実施となった。
・×：実施できなかった。
・―：事業を廃止した。
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令和2年度 計画名 目標値
目標達成予定年

（年度）
局 部 課

その他関連計画
令和6年度
以降の事業
実施につい

て

事業実施による成果、
市民・企業の反応、評価、新型コロナウ

イスル感染症の影響等

担当
令和4年度の実施状況

令和5年度
以降の方向性実績

要素等 事業No
関連する事業

等
関連する事業等の概要 取組方針

取組
状況

項目

実績(R3)

実施状況

開催回数 12 26

利用者数(延べ数) 133 313

開催回数

利用者数(延べ数)

開催回数 160 310

利用者数(延べ数) 1,493 3,441

子育て支援総合
センター

476 502

区保育・子育て支援
センター（8か所）

認定こども園にじいろ

区子育て支援係
（10区）

開催回数 9 28
参加者数 288 392

開催回数

参加者数

開催回数 191 280

参加者数 1,839 2,750

125
出前子育て相
談ピンポ～ン
こんにちは

家庭訪問による相談を希望する就学前の子育て家
庭に、子どもへの関わり方、具体的な遊び方や情報
提供を行っています。（子）子育て支援部）

3,6 継続 18 24 ○ 継続して実施する。 継続 子）
子育て支
援部

子育て支
援推進担
当課

17 16

41 24

127
保健センター
での電話相談

妊娠・出産・産後の健康相談、育児やお子さんの健
康に関する相談などについて、電話相談を行ってい
ます。（各区保健センター）

1.2.3.6 継続 22,433 28,245 ○
電話による相談のため新型コロナウイ
ルス感染症による事業中止等はなく、
従来通り対応した。

今後も継続して実施する。 継続 保） 保健所
健康企画
課

11,987 10,942

2,328 2,329

130
新生児マスス
クリーニング
検査

新生児を対象として、先天性代謝異常等の早期発
見、早期治療を図るため出生した市内の医療機関で
採血し、市衛生研究所で検査を実施しています。
（保）衛生研究所）

3,4 継続 13,731 ○
平成25年度から令和4年度に、161名の
患者を発見し、早期治療開始による患
者の発症防止及び予後改善に結び付
けた。

パンフレット、リーフレット、ホームペー
ジを用いて市民へ事業の啓発を行う。
R3年度に難病指定されたホモシスチン
尿症Ⅱ型、Ⅲ型を対象疾患に追加す
る。

継続
第4次さっぽ
ろ子ども未来
プラン

受検率
110.0%

令和4年度 保）
衛生研究
所

保健科学
課

131
神経芽腫スク
リーニング検
査

１歳６か月児を対象として、神経芽腫の早期発見、早
期治療を図るため尿によるスクリーニング検査を市
衛生研究所で実施しています。（保）衛生研究所）

3 廃止 ― 平成28年度で事業を休止
廃止（廃止
済含む）

保）
衛生研究
所

保健科学
課

132
胆道閉鎖症検
査

１か月児を対象として、胆道閉鎖症の早期発見、早
期治療を図るため、便色調によるスクリーニング検
査を市衛生研究所で実施しています。（保）衛生研究
所）

3 縮小 12,358 ○

平成25年度から令和4年度に、患者を2
名発見すると共に、追跡調査によって
検査前（生後1か月前）発見患者が4名
確認されており、これは母子手帳を利
用した啓発による事業全体の効果と考
えられる。

実効性の評価、母子スクリーニング事
業全体の縮小見直等により、便色番号
の回収については段階的に中止し、母
子健康手帳、ホームページを介しての
啓発事業に切り替える。

縮小
第4次さっぽ
ろ子ども未来
プラン

受検率
100.0%

令和4年度 保）
衛生研究
所

保健科学
課

133
４か月児健康
診査

４か月児を対象として、健全育成と疾病等の早期発
見を図るため健康診査と保健指導を実施していま
す。（各区保健センター）

3,4,5,6 継続 11,724 11,403 ○
新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、実施回数を調整するなどして対応し
た。

今後も継続して実施する。 継続
新・さっぽろ
子ども未来プ
ラン

保） 保健所
健康企画
課

134
１歳６か月児
健康診査

乳児から幼児への移行期にあたり、身体・精神およ
び行動発達状況をチェックするとともに、育児指導、
歯科健診を実施しています。（各区保健センター）

3,4,5,6, 継続 12,119 11,810 ○
新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、実施回数を調整するなどして対応し
た。

今後も継続して実施する。 継続
新・さっぽろ
子ども未来プ
ラン

保） 保健所
健康企画
課

135
３歳児健康診
査

幼児期における身体および精神の発達状況をチェッ
クするとともに歯科健診、保健指導を実施していま
す。（各区保健センター）

3,4,5,6 継続 12,625 12,724 ○
新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、実施回数を調整するなどして対応し
た。

今後も継続して実施する。 継続
新・さっぽろ
子ども未来プ
ラン

保） 保健所
健康企画
課

子育て支
援推進担
当課

子育て支
援推進担
当課

子育て支
援推進担
当課

子育て支
援部

健康企画
課

保健所

医療政策
課

子）
子育て支
援部

継続

子育て支
援部

子）

124
次世代育成支
援事業

小・中・高校生等に乳幼児との触れ合いや、子育て
に関する多様な体験の機会を提供し、触れ合う楽し
さや命の尊さ、男女がともに育児に関わることの大
切さなどを伝えています。（子）子育て支援部）

3.6 継続

妊娠届出書の提出時に面接相談を実施し、支援が
必要な妊婦に対して、家庭訪問等による継続支援を
実施しています。（各区保健センター）

1.3.6

女性の健康支
援相談

妊婦、産婦を含む、思春期から更年期に至る女性を
対象に、妊娠・出産・産後の健康相談、育児相談、家
族計画、性や性感染症、不妊、更年期障害など女性
の心身に関する相談を行っています。（各区保健セ
ンター）

1,2,6,7,8,9 継続

妊婦支援相談
事業

継続

面接相談数

区子育て支援係（10区）

区子育て支
援係に合算

3,949

継続

新・さっぽろ
子ども未来プ
ラン

継続して実施する。
※子育て支援総合センターは、令和5年
3月末閉館のため事業なし。

継続

継続して実施。ただし託児付きの講座
は,引き続き年間を通じて休止とし、令和
6年度再開に向けた準備期間とする。
※子育て支援総合センターは令和5年3
月末閉館のため事業なし

新・さっぽろ
子ども未来プ
ラン 子）

継続 保）129 3

受診者数

受診者数

受診者数

夜間の急な産婦人科系疾患について、毎日午後7時
から翌午前9時までの間、助産師等が電話で相談を
受け、必要に応じて医療機関への搬送調整を行って
います。（保）保健所）

受検者数

1,312 1,199

昨年度同様に継続して実施する。
個別相談のため、新型コロナウイルス
感染症による影響は受けず、感染対策
を徹底した上で実施

新型コロナウイルス感染症感染予防対
策を徹底して実施した。
託児付き講座は接触を伴うため、新型
コロナウィルスの感染リスクを鑑み、年
間を通して休止となった。

122 子育て講座

乳幼児の心身の発達や親と子の関わりなどについて
学ぶ機会を提供し、育児力の向上を図ります。ゆとり
をもって子育てができるように、親子で楽しんだり、親
のリフレッシュを図ったりする機会を提供しています。
（子）子育て支援部）

3.6 継続

123 子育て相談
子育てや子どもの成長発達における心配事や悩み
事などの相談について、電話または面談により行っ
ています。（子）子育て支援部）

子育て支援総合
センター

札幌市産婦人
科救急電話相
談

126

128

区子育て支
援係に合算

5,028

△

○

△
区子育て支援係
（10区）

新型コロナウイルス感染症感染予防対
策を徹底し、オンラインなども活用して
実施した。
感染症拡大防止の対応として受入れの
制限や出向いて行う授業の中止等が前
年度に引き続きあった。

相談件数

区保育・子育て支援セ
ンター（8か所）
認定こども園にじいろ

○ さっぽろ医療
計画

新・さっぽろ
子ども未来プ
ラン
第3次男女共
同参画さっぽ
ろプラン

○

平成28年10月から実施している対応時
間の延長（翌朝7時まで→翌朝9時まで）
を継続して実施する。ホームページ等を
用いて市民への周知を図る。

二次医療機関への受診調整：96件
三次医療機関への受診調整：39件○

新型コロナウイルス感染拡大時におい
ても、感染対策を徹底した上で実施。

リスクアセスメントを実施し、妊婦の不
安を軽減するとともに、支援が必要な妊
婦を把握して継続的な支援につなげて
いく。

継続

継続
健康企画
課

保）

保健所

保） 保健所

新・さっぽろ
子ども未来プ
ラン

継続して実施する。
※子育て支援総合センターは、令和5年
3月末閉館のため事業なし。

継続支援実施数

受検者数

受検者数

親
子
の
健
康

継続

子育て支援総合
センター

区保育・子育て
支援センター（8
か所)認定こども
園にじいろ

継続

参加者数

電話相談

開催回数

電話相談件数

区子育て支援係
（10区）
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令和2年度 計画名 目標値
目標達成予定年

（年度）
局 部 課

その他関連計画
令和6年度
以降の事業
実施につい

て

事業実施による成果、
市民・企業の反応、評価、新型コロナウ

イスル感染症の影響等

担当
令和4年度の実施状況

令和5年度
以降の方向性実績

要素等 事業No
関連する事業

等
関連する事業等の概要 取組方針

取組
状況

項目

実績(R3)

実施状況

739 828

659 637

137
乳幼児健康診
査

健全育成を図るため、10か月児および経過観察を要
する乳幼児に対し、健康診査と保健指導を実施して
います。（各区保健センター）

3,4,5,6 継続 3,540 4,300 △
新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、10か月児への健診案内と集団開催
は中止し、必要に応じて個別に予約の
上で実施した。

令和5年度は前年度と同様に実施。次
年度以降は集団開催を再開する方向で
検討中。

継続 保） 保健所
健康企画
課

138

乳児・１歳６か
月児・３歳児・
５歳児精密健
康診査

乳児・１歳６か月児・３歳児及び５歳児健康診査の結
果、精密健診を要する児に対し、市内の医療機関に
委託し、実施しています。（指定医療機関）

3,4,5,6 継続 2,717 2,981 ○
令和4年度は乳幼児健診の一時休止が
無く、精密健康診査の実施数は前年よ
り増加した。

今後も継続して実施する。 継続 保） 保健所
健康企画
課

妊産婦 15,773 14,732

新生児 2,845 2,268

未熟児 989 1,087

140
乳幼児精神発
達相談

言語・情緒発達に心配のある乳幼児とその親に対
し、子どもの発育・発達を促すとともに、良好な親子
関係の構築と育児不安の軽減を図るため、各区保
健センターにおいて個別の発達相談を行っていま
す。（各区保健センター）

3 継続 1,753 1,428 ○
個別相談のため、新型コロナウイルス
感染症による影響は受けず、感染対策
を徹底した上で実施

今後も継続して実施する。 継続
新・さっぽろ
子ども未来プ
ラン

保） 保健所
健康企画
課

141

保健と医療が
連携した育児
支援ネット
ワーク事業
（育児支援家
庭訪問事業）

市内の医療機関において、「育児支援が必要」と判
断された親子に対し、医療機関と各区の保健セン
ターが連携を図りながら育児不安の軽減および児童
虐待発生予防のために家庭訪問等による育児支援
を行っています。（各区保健センター）

3.6 継続 1,002 1,050 ○
育児支援が必要な世帯については、医
療機関より情報提供を受け、感染対策
も徹底した上での家庭訪問等による育
児支援を行った。

連携医療機関との更なる連携の強化や
ネットワークの拡大を図っていく。

継続

新・さっぽろ
子ども未来プ
ラン
さっぽろ医療
計画

保） 保健所
健康企画
課

142

小児慢性特定
疾病児童等療
育相談支援事
業

慢性疾病にかかっていることにより長期療養を必要
としている子どもやその家族に対し、療養上や日常
生活上の悩みや不安などについての相談対応や助
言、福祉サービスなどの情報提供を行っています。
（各区保健センター）

3 継続 326 741 ○
継続支援件数の計上を徹底したことか
ら、相談件数が増加した。個別相談の
ため、新型コロナウイルス感染症による
影響は受けず、感染対策を徹底した上
でを実施。

今後も同内容の事業を継続するととも
に、相談を通じて把握した悩み・不安等
に対する新たな支援を検討していく。

継続 保） 保健所
健康企画
課

143
札幌市要保護
児童対策地域
協議会

児童虐待予防・防止に関して活動している関係機関
を集め、情報の共有化、事例検討等を行い、連携の
強化を図っています。（子）児童相談所）

6 継続 1 ○ 書面会議により開催した。
令和５年度は５年ぶりに対面で開催し、
関係機関による連携した支援について
確認した。

継続
第４次さっぽ
ろ子ども未来
プラン

なし なし 子）
児童相談
所

地域連携
課

144
区要保護児童
対策地域協議
会

各区健康・子ども課家庭児童相談室において、児童
虐待予防・防止、早期発見および虐待事例への円滑
な支援を行う地域ネットワークを構築するため、関係
機関代表者による連絡調整会議、事例検討会、研修
会等を行っています。（各区保健センター）

6 継続 554 ○ 597回のケース検討会議の中で、964事
例の検討を行った。

各種会議は今後も適宜行っていく。 継続
第４次さっぽ
ろ子ども未来
プラン

なし なし 子）
児童相談
所

地域連携
課

146
夜間急病セン
ター事業

夜間（午後７時から翌朝午前７時の間）の急病患者
の応急処置を行っています。小児科においては、患
者の集中する土・日・祝日・年末年始の準夜帯（午後
７時から午前０時までの間）に医師を増員するなど、
診療面を強化しています。
《夜間急病センター》住所：札幌市中央区大通西19
丁目　WEST19　１階

3 継続 5,522 9,830 ○
年中無休で夜間の急病患者の応急処
置を行った。臨時ドライブスルー外来を
実施した結果、受診者数が増加した。

院内感染防止対策を行ったうえで、今
後も継続して実施する。

継続
さっぽろ医療
計画2018

保） 保健所
医療政策
課

1,205

4,952

1,252 1,121 ― ―

2,584 2,377 ― ―

○

3,4,5,6 継続 今後も継続して実施する。
5歳児発達相談は個別相談のため、感
染対策を徹底した上で実施

妊産婦、未熟児、新生児等を対象として、各区保健
センター職員及び母子保健訪問指導員により家庭訪
問を行い、必要な保健指導を実施しています。（各区
保健センター）

５歳児健康診
査・５歳児発
達相談

５歳児を対象として、発育・発達の確認や育児支援、
就学に向けた準備への支援等を行うため健康診査・
発達相談を実施しています。(各区保健センター)

令和４年度中に43回の研修を行い、新
たに1,486名がオレンジリボン地域協力
員となり、令和４年度末の累計登録人
数が19,441人となった。

継続

136

多くの医療機関が休診となる土曜午
後・日曜・休日に受診可能な医療機関
を確保し、市民の急な病気やけがに対
応した。

医療政策
課

2023年度

19,200人

保）
さっぽろ医療
計画2018

医療を必要とする方が受診できるよう、
現状の参画医療機関数を維持してい
く。

保健所
救急告示参画
医療機関数52

か所(維持)
継続

来所相談件数
札幌市教育
振興基本計
画

就学に関わる相談等、市民が安心して
相談できる体制作りを進める。

昨年度より来所相談は100件程度、電
話相談は200件程度減少したが、アン
ケート結果から、内容については相談
者のニーズに合わせた相談ができてい
ると考える。就学に関わる申し込みは
昨年度とほぼ同件数の554件であった。

2.3.4.5.6 継続

児童虐待の早期発見・早期対応を図るため、民生委
員児童委員、主任児童委員、青少年育成委員、一般
市民等を対象に研修会を開催し、オレンジリボン地
域協力員の養成を行っています。(子）児童相談所)

6 継続

149 幼児教育相談

就学前の幼児の発達上の問題、幼稚園等における
適応上の問題、保護者の子育ての悩み、小学校入
学などに関する教育相談を来所および電話で行って
います。（市幼児教育センター）

3.6

147

148
さっぽ・こども
広場

3.6 継続

保健センターから紹介された発達に心配のある子ど
もに対して、保健センターや児童会館などの地域の
会場で月1回または週1回、専門スタッフ（保育士・心
理療法士）が小集団での遊びを通して子どもの発達
を促し、保護者の悩みや相談に応じています。また、
保護者に必要な情報を提供し、個々の子どもの適切
な進路をともに考えています。（子）児童相談所）

研修会実施回数

延べ出席者数

継続

救急告示参画医療機関数

電話相談件数

継続

○

健康企画
課

健康企画
課

新型コロナウイルス感染拡大時にも、
感染対策を徹底した上で訪問により支
援を行った。

新・さっぽろ
子ども未来プ
ラン、第3次
男女共同参
画さっぽろプ
ラン

新・さっぽろ
子ども未来プ
ラン

継続

継続 保）

継続して、発達に心配のある子への遊
びを通した療育支援及びその保護者か
らの相談への対応を行っていく。

育てにくさを抱える子を持つ保護者の不
安と焦りを受け止め、児の特性に応じた
関わり方を伝えるとともに、今後の方向
性について助言することで、保護者の
負担の軽減につながっている。

保）

令和5年度以降も継続して行っていく。
第４次さっぽ
ろ子ども未来
プラン

令和4年度 子）

第４次さっぽ
ろ子ども未来
プラン

療育支援事業
参加待ち数（2
か月以上待ち
人数）0組

―
0組を継続

児童相談
所

家庭支援
課

保健所

保健所

今後も継続して実施する。

児童相談
所

地域連携
課

49か所 50か所 ○

139
母子保健訪問
指導

145
オレンジリボ
ン地域協力員
養成事業

○

相談者数

22 ○

受診者数（小児科）

3

相談件数(延べ数)

実施件数

開催回数

開催回数

親
子
の
健
康

受診者数

受診者数

受診者数

指導件数

相談件数

休日救急当番
運営事業・二
次救急医療機
関運営事業等

土日祝日などの休日における初期救急医療体制
や、より大きなけがや病気の際に休日及び夜間に対
応する二次救急医療機関の調整を行い、市民が安
心して生活できる確実な救急医療体制の整備を行っ
ています。（保）保健所）

出席者数
（年間登録者総数）

○ 継続

継続

子）

幼児教育
センター
担当課

教）
児童生徒
担当部
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令和2年度 計画名 目標値
目標達成予定年

（年度）
局 部 課

その他関連計画
令和6年度
以降の事業
実施につい

て

事業実施による成果、
市民・企業の反応、評価、新型コロナウ

イスル感染症の影響等

担当
令和4年度の実施状況

令和5年度
以降の方向性実績

要素等 事業No
関連する事業

等
関連する事業等の概要 取組方針

取組
状況

項目

実績(R3)

実施状況

3,960 3,645 ― ―

3,284 4,661 ― ―

151
教育支援セン
ター設置事業

学校に通うことが難しい子どもに対応するため、学校
以外の場における子ども支援のあり方を調査研究
し、子どもが抱えている不安や悩み等を和らげる居
場所を設置します。(平成23年度から平成26年度に
実施。平成25、26年度に１か所ずつ設置。令和3年4
月から3か所あった「相談指導教室」の名称を全て
「教育支援センター」に改称し、市内6か所で運営。)
（教）学校教育部）

3.6 継続

教育支援セ
ンター６か
所の状況
見学件数
339件
体験件数
213件
通室登録数
218件
状況改善率
60.1％

教育支援セ
ンター６か
所の状況
見学件数
397件
体験件数
168件
通室登録数
276件
状況改善率
46.0％

○

市内６か所にある施設の名称を「教育
支援センター」に統一し、支援内容等の
見直し・工夫により、子どもの状況に応
じた柔軟かつ多様な支援を行うことがで
きるようになり、通室登録数増加の背景
の一つとなったと思われる。
※新型コロナウイルス感染症拡大防止
に係る対策を行って、支援を実施した。

支援内容等を見直したり工夫したりしな
がら、より通室しやすい施設となるよう
検討を進めていく。
また、既存の市内６施設での支援に加
え、オンラインによる学習支援や施設未
設置区におけるサテライト（貸室利用
等）による支援も進めていく。

拡大
札幌市教育
振興基本計
画

― ― 教）
児童生徒
担当部

教育相談
担当課

152

ポロップひろ
ば(未就学児
の子育て広
場)

各区市立幼稚園にて、就学前の子ども(主に２～６歳
児)と保護者を対象にした子育て広場。月１～２回(開
催日、開催時間は各幼稚園ごとに違う)園庭や園舎
で親子で遊ぶことができ、その中で子どもとのかか
わり方や就園、就学に向けた教育相談も行っていま
す。（平成24年度開始）　（教）学校教育部）

3.6 継続 931 2,237 ○
子育て広場の参加者からは、子どもが
楽しめる遊びがある、年齢ごとの育ちが
見える、教諭のかかわりが子育ての参
考になるなど、好評を得ている。

各園等のホームページや札幌市公式
LINEアカウント等を活用するなど、子育
て支援の情報発信を工夫する。

継続
札幌市教育
振興基本計
画

― ― 教）
児童生徒
担当部

幼児教育
センター
担当課

33 41

4,424 4,051

2 2

2 81

26,166 23,563

34 19

4,643 5,216

14 10

948 1,136

2,886 2,705

2,989 2,949

2,192 2,231

幼児教育
センター
担当課

○

△

○

新・さっぽろ
子ども未来プ
ラン
さっぽろ医療
計画

男女共同参
画計画

平成31年度

平成34年度
（令和4年度）

― ―
札幌市教育振
興基本計画

○

妊孕性及び性感染症予防のリーフレッ
ト等を活用し、保健センターだけではな
く医療機関や大学等の教育機関の協力
も得ながら、引き続き普及啓発に努め
る。

子どもの
くらし・若
者支援担
当課

学校において課題解決に向け取り組ん
でいけるよう、教育関係者向けに思春
期セミナーを継続。
また、学校・医療・保健が連携した地域
での思春期に関するネットワークづくり
を視野に入れた事業の展開を進めてい
く。

継続

継続

継続

保）

健康企画
課

保） 保健所
健康企画
課

保） 保健所

児童生徒
担当部

第4次さっぽ
ろ子ども未来
プラン

電話相談件数

相談件数（実数）

教）

子ども育
成部

○

○

新・さっぽろ
子ども未来プ
ラン
さっぽろ医療
計画

男女共同参
画計画

○

子）
子どもの
権利救済
事務局

子どもの
権利救済
事務局

第4次さっぽろ
子ども未来プラ
ン
札幌市子ども
の貧困対策計
画
さっぽろ障がい
者プラン
札幌市自殺総
合対策行動計
画2019

相談場所をさらに拡充し、市民の利便
性の向上など、様々なニーズに対応し
た教育相談体制の充実を図る。また、
相談の質的向上を図るため、研修を充
実させる。

昨年度同様、教育相談のニーズが高
い。厚別区、豊平区に相談場所を拡充
し、市内12カ所で地域教育相談を実施
した。

継続

10代の人工妊娠
中絶実施率（人
口千対）11人
避妊法を確実に
知っている人の
割合（16～19歳）
40％

10代の人工妊娠
中絶実施率（人
口千対）11人
避妊法を確実に
知っている人の
割合（16～19歳）
40％

平成31年度

平成34年度
（令和4年度）

電話相談件数

教育支援センターの
・見学件数
・体験人数

・通室登録人数
・状況改善率

参加者数

教育相談
担当課

健康企画
課

参加者数

保健所

実施回数
新・さっぽろ
子ども未来プ
ラン
さっぽろ医療
計画

男女共同参
画計画

札幌市教育
振興基本計
画

教）
児童生徒
担当部

平成31年度

平成34年度
（令和4年度）

10代の人工妊娠
中絶実施率（人
口千対）11人
避妊法を確実に
知っている人の
割合（16～19歳）
40％

156
少年育成指導
員による巡
回・相談

154
思春期・婚前
健康教育等

家族計画、母性保護等について正しい知識の普及
指導をしています。（各区保健センター）

7.8.9 継続

若者の性の健
康相談

7.8.9

150 教育相談
不登校や特別支援教育、日本語の習得に困りがあ
る教育相談を来所および電話で行っています。 3.6 継続

10～ 20歳代の方を対象に、性や性感染症・避妊等
の悩みについて各区保健センターで相談を行ってい
ます。また、性感染症や避妊に関するパンフレットを
市内の医療機関に送付し、指導や相談に活用するよ
う啓発しています。（保）保健所、各区保健センター）

子どもの権利
救済機関（子
どもアシストセ
ンター）

いじめなどの子どもに関する相談に幅広く応じるとと
もに、権利侵害からの救済の申し立て等に基づき、
公的第三者の立場で、問題解決に向けた調査や関
係者間の調整を行います。（子どもアシストセンター）

継続

親
子
の
健
康

市内の小・中・高校の児童・生徒を対象とし、各区保
健センターの専門職が、授業の一環として性（生命）
や性感染症等に関する健康教育を行っています。
（各区保健センター）

7.8.9

就学前の幼児の発達上の問題、幼稚園等における
適応上の問題、保護者の子育ての悩み、小学校入
学などに関する教育相談を市立幼稚園・認定こども
園を会場に、来所および電話で行っています。（市立
幼稚園・認定こども園）

3.6 継続

喫煙や怠学など子どもの問題に対応するため、繁華
街や商業施設等を巡回して声かけや指導等を行うと
ともに、悩みを抱えている子への相談にも対応する
など、青少年の健全育成や非行化防止に向けた取
組を行っています。（子）子ども育成部）

158
幼児の地域教
育相談

155

153
思春期ヘルス
ケア事業

157

継続

継続

相談件数（延べ数）

継続

開催回数

保健センター相談件数

参加者数

来所相談件数

子どもや保護者を含む大人に広く認知
されるよう、新たな広報手法の導入や
年間を通した切れ目ない広報を実現さ
せながら、今後も効果的な広報に取り
組む。

これまで年１回であった広報カードを年
２回に増やして配布したことや、子ども
がいつでも相談できるようにLINEの友
だち登録を勧めるLINE広告を配信する
などの新たな取組を加えながら年間を
通した切れ目ない広報を行った結果、
子どもからの相談人数やLINE相談件数
が過去最多となった。（LINE相談した人
数532件、のべ件数1,144件）
また、新型コロナウイルス感染拡大防
止のため令和２年度から休止していた
子ども出前講座を３年振りに再開し、
1,000人以上の子どもにアシストセン
ターをPRした。

研修会や巡回活動の報告等により学校
及び警察との連携を図り、効果的な巡
回活動に取り組む。

引き続き、不登校や発達面での心配、
帰国・外国人児童生徒の日本語の困り
に対する相談を実施するとともに、それ
らの相談に柔軟に対応できるよう研修
を深め、よりきめ細やかに相談を行える
ような体制整備、相談の質の向上を目
指していく。

継続

申込のあった小・中・高校等での健康教
育はおおむね実施され、実施後のアン
ケートの正答率が上昇した。

153.155参照153.155参照

・医療機関への配布数：8500
・大学・短期大学・専門学校等への配布
数：2275
・その他思春期保健に関する機関への
配布数：12788

継続

継続

来所相談件数

従来の不登校、発達に関わる相談に、
帰国・外国人児童生徒の日本語の困り
に対するアセスメント機能や適切な支
援への接続を含めた相談を加えた「学
びの支援総合センター」を設置し、来所
や学校への訪問による相談を実施し
た。

医療機関相談件数

巡回指導件数

相談件数

子）

17 ページ



「健康さっぽろ21(第二次)」事業調書

令和2年度 計画名 目標値
目標達成予定年

（年度）
局 部 課

その他関連計画
令和6年度
以降の事業
実施につい

て

事業実施による成果、
市民・企業の反応、評価、新型コロナウ

イスル感染症の影響等

担当
令和4年度の実施状況

令和5年度
以降の方向性実績

要素等 事業No
関連する事業

等
関連する事業等の概要 取組方針

取組
状況

項目

実績(R3)

実施状況

11か所 11か所

産婦人科二次・
三次救急医療
体制参画医療
機関数
11か所（維持）

100.0% 100.0%

夜間における
NICU空床確保
率
100％

実施回数 6 28

参加者数 4,239 5,765

新規 健康教育

各区保健センターでは、生活習慣病の予防、健康増
進等に関して医師・歯科医師、薬剤師、保健師、栄
養士等が健康教育を実施しています。（各区保健セ
ンター）

1～９ 継続
健康教育

（親子の健康）

事業内容の工夫やパネル展開催など
により、実施回数・参加者数ともに増加
した。

中間評価の課題を踏まえ、テーマを検
討していく。

継続○
・さっぽろ医
療計画
・札幌市高齢
者支援計画
2018

保） 保健所
健康企画
課

保健所

救急電話相談窓口について、平成28年
10月より、対応時間を毎日午後7時から
翌午前9時までに延長した。引き続き時
間延長を実施する。
また、現状の救急医療体制参画医療機
関数と、夜間のNICU空床率を維持して
いく。

二次医療機関への受診調整：96件
三次医療機関への受診調整：39件

さっぽろ医療
計画2018

2023年度 保）
医療政策
課

産婦人科救急
医療体制

①夜間に救急搬送が必要となった妊産婦等に対して
適切な医療を迅速に提供できるように、医療機関の
受入れ可否情報の集約、案内を行う情報オペレー
ター業務を実施しています。
②助産師による夜間の産婦人科に関する救急電話
相談窓口を開設し、毎日午後7時から翌午前9時まで
の間、産婦人科の症状で不安をお持ちの市民からの
電話相談に対応しています。
③情報オペレーターが収集した受入れ可否の情報を
もとに、症状、妊娠週数等に応じて、適切な救急医療
機関に搬送等を行う仕組みを構築しており、参画す
る医療機関に対して補助金を交付しています。（保）
保健所）

3159 継続

夜間におけるNICU空床確保率

産婦人科二次・三次救急医療体制参
画医療機関数

○ 継続
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「健康さっぽろ21(第二次)」事業調書

令和3年度 計画名 目標値
目標達成予定年

（年度）
局 部 課

160
地域保健活動
推進事業

市民が安心して、住み慣れた地域で暮らし続けるこ
とができるよう保健師による地域保健活動の充実を
図り、地域が主体となった自主的な健康づくり活動
を推進するとともに地域特性に応じた見守り体制の
整備など、地域における個別支援のネットワークを
構築します。（保）保健所）

廃止 ― 廃止（廃止
済含む）

札幌市地域
福祉社会計
画

保） 保健所
健康企画
課

161

札幌圏域地
域・職域連携
推進連絡会札
幌部会

地域保健と職域保健の連携により、健康づくりのた
めの健康情報の共有や保健事業の共同実施、さら
に健康づくりに関する社会資源の相互活用を行い、
生涯を通じた継続的な保健サービスの提供体制を
整備し、生活習慣病予防対策を推進します。（保）保
健所）

継続 1 1 ○
生活習慣病の発症・重症化予防を推
進するため、地域・職域保健の関係機
関と情報交換、情報共有を行った。札
幌市健康づくり推進協議会と同時に開
催.。

引き続き、札幌市健康づくり推進協議
会と同時に開催する。

継続 保） 保健所
健康企画
課

162
健康づくりネッ
トワーク促進

地域の健康づくり自主活動グループなどで構成され
る各区の健康づくり組織の活動活性化やネットワー
ク化を支援するために、各区保健センターでの研修
等を開催しています。（各区保健センター）

継続 ○
担い手の高齢化に伴い、活動が停滞し
ている自主活動グループが多い。既存
グループの側面的支援を継続するとと
もに、若い世代への啓発強化を検討す
る。

健康づくりの基盤組織として健康づくり協議
会等を設置し活動している区は８区ある
が、委員の高齢化や担い手不足などの課
題や地域住民ネットワークの希薄化への対
応が必要。

継続

札幌市高齢
者保健福祉
計画・介護保
険事業計画

保） 保健所
健康企画
課

163
健康なまちづ
くりフォーラム
inさっぽろ

「市民との協働による健康なまちづくり」を推進する
ため、各区で健康づくり活動に取り組む市民が一堂
に会し、各区の先駆的取組の実践報告や札幌市の
健康づくりの方針を共有し、住民主体の健康づくり
活動の継続と活性化を推進します。（保）保健所）

廃止 ― 廃止（廃止
済含む）

保） 保健所
健康企画
課

164
働く世代の健
康づくりフェス
タinさっぽろ

「働く世代への健康づくりの取組強化」「女性の健康
づくりの推進」に向けて、「日常生活の中で取り組め
る健康づくり」をテーマに普及啓発を行うことにより、
市民の健康意識の向上と健康行動継続のきっかけ
づくりを目指します。（保）保健所）

廃止 ― 廃止（廃止
済含む）

保） 保健所
健康企画
課

165

健康さっぽろ
21の推進に関
する包括的連
携協定

市民の健康づくりを支える環境の整備のために、企
業・団体との連携による効果的な普及啓発を行い、
市民の健康増進を図ります。（保）保健所）

継続 ○
協定締結企業・団体：33者
企業・団体のネットワークや広報誌、
リーフレット、アプリ通信などの広報媒
体を活かし、幅広い世代への普及啓発
を実施。

企業・団体と連携し、働く世代を対象とし
た、普及啓発を推進していく。 継続 保） 保健所

健康企画
課

166
さっぽろ医療
ガイド

市民に札幌市の医療体制を周知し、医療に関する
相談窓口などを案内する「さっぽろ医療ガイド」を発
行しています。（保）保健所）

継続 未調査 未調査 ○
「さっぽろ医療ガイド」の他に、出前講
座等により、市民に札幌市の医療体制
を周知した。例年実施している医療アド
バイザー制度については、申込が無
かった。

・出前講座、いきいき健康・福祉フェア
等で配布する。
・「さっぽろ医療ガイド」だけでなく、その
他の方法（出前講座等）も活用して、市
民への周知に努めていく。

継続
さっぽろ医療
計画2018

保） 保健所
医療政策
課

167
医療アドバイ
ザー制度

医療機関のかかり方など、市民の医療に関する相
談ニーズに対応するため、専門家等を医療アドバイ
ザーとして登録し、地域における学習会などに派遣
します（平成26年度から実施）。（保）保健所）

継続
10人

2団体
9人

2団体 ○
令和4年度は、実施体制を整えていた
ものの、申込がなかったため、開催な
し。

今後も継続して実施する。 継続
さっぽろ医療
計画2018

保） 保健所
医療政策
課

318,198 332,335
さっぽろ医療
計画2018 60,000件 2023年度

1,958 1,756

未調査

健
康
を
支
え
守
る
た
め
の
社
会
環
境
の
整
備

その他関連計画実績(R3)

参加者数

さっぽろ医療ガイドの普及度

令和5年度
以降の方向性

令和6年度
以降の事

業実施につ
いて

実績 実施状況
事業実施による成果、

市民・企業の反応、評価、新型コロナ
ウイスル感染症の影響等

令和4年度の実施状況

要素等 事業No
関連する事業

等
関連する事業等の概要 取組方針

取組
状況

救急安心セン
ターさっぽろ

急な病気やけがなどで、病院に行くべきか救急車を
呼ぶべきか迷った時、看護師が電話で医療相談を
行ったり、診療時間中の医療機関の案内を24時間
365日行う「救急安心センターさっぽろ」を運営してい
ます。（保）保健所）

継続 ○
相談件数

連携自治体数 5 5

医療アドバイザー登録数

保）

相談対応に対する納得度は、「納得し
た」「おおむね納得した」を合わせ
88.9％であり、９割近くの相談者から対
応に納得いただけている。
相談件数は、新型コロナウイルス感染
症の影響により増えていたが、２千件
前後で推移している。

相談窓口を継続するとともに機能強化
及び市民啓発を行う。 継続

さっぽろ医療
計画2018

169
医療安全相談
窓口の運営

既存の医療安全相談窓口を充実し、医療安全に関
する市民への情報提供や相談機能、普及啓発を強
化します。（保）保健所）

継続

相談件数

○
医療相談窓口の認知度

168

担当

健康を支え守るための社会環境の整備

項目

保健所
医療政策
課

保） 保健所
医療政策
課

・相談件数の増加から、市民に安心を
提供する相談窓口として一定の成果を
上げられていると考える。
・令和４年度についても令和３年度に
引き続き、新型コロナウイルス感染症
の影響により、相談件数が増加してお
り、令和元年度以前の倍以上の相談
件数となった。

・令和５年４月より島牧村が再加入し、
サービス提供エリアは６市町村（札幌
市除く）となった。さらなる参画自治体
数の拡大を目指し、普及啓発に努め
る。
・入電が増加傾向にあるため、対応能
力向上のため将来的に電話以外の相
談体制を構築する予定

拡大

・〇：実施済み、又は常時実施している。
・△：一部が未実施となった。
・×：実施できなかった。
・―：事業を廃止した。
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「健康さっぽろ21(第二次)」事業調書

令和3年度 計画名 目標値
目標達成予定年

（年度）
局 部 課

その他関連計画実績(R3) 令和5年度
以降の方向性

令和6年度
以降の事

業実施につ
いて

実績 実施状況
事業実施による成果、

市民・企業の反応、評価、新型コロナ
ウイスル感染症の影響等

令和4年度の実施状況

要素等 事業No
関連する事業

等
関連する事業等の概要 取組方針

取組
状況

担当

項目

170
薬物乱用防止
の推進

薬物の危険性や乱用の防止等に関して市民に向け
た啓発を行います。市独自の事業のほか、関係団
体とも連携し、広範に普及啓発を行います。（保）保
健所）

継続 ○

・札幌薬剤師会が主催する「薬物乱用防止
キャンペーンinさっぽろ」等啓発事業へ参加
・地下鉄駅掲示板への薬物乱用防止啓発
ポスター掲示（年２回）
・インターネットを用いた薬物乱用防止の啓
発
・北海道等が主催する「６･26ヤング街頭
キャンペーン」がコロナウイルスの影響で中
止となった。

今後も継続して啓発活動を実施する。 継続
さっぽろ医療
計画2018

保） 保健所
医療政策
課

171
食の安全確保
対策

①食の安全を確保するため、年度ごとに市民等の
意見を取り入れた「札幌市食品衛生監視指導計画」
を策定し、効率的かつ重点的な立入検査や衛生講
習会等を行っています。
②食品衛生パネル展や食中毒予防に関するパンフ
レット等により市民に対し正しい食品衛生知識の普
及啓発を行っています。
③食の安全・安心市民交流事業の開催等により、
市民や食品事業者と食の安全確保に関する情報や
意見の交換を行っています。（保）保健所）

継続 △

「札幌市食品衛生監視指導計画」に基
づく監視指導や食品の抜き取り検査等
を通して食の安全を確保するとともに、
パンフレット等による食品衛生知識の
普及啓発を行った。新型コロナウイル
ス感染症の感染拡大防止の観点か
ら、集合型のイベントは中止したが、タ
ウン誌などへの広告掲載や映画館・バ
ス車内における動画広告、SNSを活用
すること等により食中毒予防等の食品
衛生に係る情報発信を効果的に行っ
た。

今後も、札幌市食品衛生監視指導計
画及び第２次安全・安心な食のまち・
さっぽろ推進計画に基づき、継続して
監視指導を実施するとともに、事業者
と市民の相互理解の促進に向けた各
種事業を検討・実施する。

継続

安全・安心な
食のまち・
さっぽろ推進
計画
札幌市食品
衛生監視指
導計画

保） 保健所
食の安全
推進課

1,028 1,063

0 0

1,885 2,510

0 0

0 0

821 721
食の安全に関する相談対応を実施し
た。

今後も引き続き相談対応を行う。

1,885 2,510 市民相談の実施を継続。 今後も引き続き相談対応を行う。

175

地域の保健福
祉課題に応じ
た健康なまち
づくり推進事
業

少子高齢化及び地域連帯感の希薄化により、孤立
する親子や高齢者が増加するとともに生活習慣病
の重症化や虐待の増加など複雑多様化する地域の
保健福祉の課題を解決し、市民が安心して住み慣
れた地域で生活していけるよう関係者等とのネット
ワークを構築します。

継続 ○

感染予防に留意しながらオンラインで
の情報共有・発信、リーフレット等での
普及啓発など、状況に合わせた方法を
取り入れながら各区で取組みを推進。
課題解決に向けた予防・早期支援の取
組（健康相談、健康教育等）強化、自主
グループ活動への支援、関係機関との
ネットワーク強化、新たなネットワーク
構築等、地域住民と方向性を検討しな
がら実施した。

アフターコロナの健康づくり対策も見据
えて、引き続き、各区において、担当す
る業務を通じた健康課題の把握とその
解決のための予防的取組をPDCAに基
づき継続する。
※経験年数や担当地区の状況に応じ
て、個別、集団、地域全体への取組を
選択し実践していく予定。

継続
札幌市地域
福祉社会計
画

保） 保健所
健康企画
課

176
地域共生医療
推進事業

在宅医療提供体制を整備するため、医療従事者
（医師、看護師等）の人材育成研修を実施し、グ
ループ診療として後方支援体制を運営します。ま
た、市民に対しては、在宅医療に関する講演会の実
施や「在宅医療ガイドブック」の発行等により、在宅
医療を周知します。（保）保健所）

継続 25 29 ○

人材育成研修では、参加者より業務の
イメージが湧いた、知識を深めることが
できた等の有意義な研修だったという
意見をいただいている。また、市民向
け講演会では新型コロナウイルス感染
症の影響でWEB開催となったが、多く
の方にご参加いただけた。

今後も引き続き人材育成研修を実施す
る。
また、市民向けの普及啓発を継続す
る。

継続
さっぽろ医療
計画2018

病院：31.7％
一般診療所：
20.5％
歯科診療所：
13.8％

2023年度 保） 保健所
医療政策
課

177

働く世代への
健康増進アプ
ローチ研究事
業

健康課題の多い働く世代を対象に、健康意識の向
上と健康行動の継続に効果的なアプローチ手法の
確立に向けて効果検証を行います。（保）保健所）

新規 ○
健康増進プログラムによる行動変容や
健康状態の変化に関する研究を実施。
得られたデータの分液及び最終評価を
実施した。

本事業は廃止。働く世代への支援とし
て、得られた知見をもとに、職場単位で
取り組む健康づくりを支援するための
ツールを作成し、企業へ提供する。

廃止（廃止
済含む）

保） 保健所
健康企画
課

事業計画に基づき施設への立入検査
や普及啓発事業を実施するほか、市民
相談に随時対応している。令和４年度
は、感染リスクを考慮し、以下の通り実
施した。
・施設への立入検査：立入対象施設を
新規施設等に絞るなど、限定して実施
・住まいの衛生展（パネル展）：集客性
のある展示は中止とし、生活衛生知識
の普及・啓発の一環として、ハチに関
する情報を広報さっぽろに掲載した。
・相談対応：従来どおり実施

今年度は利用者のニーズを反映した
営業形態の多様化が進んでいることな
どから、適宜実施方法を検討するとと
もに、相談については従来どおり対応
する。
　 また、集客性のある展示は中止と
し、広報さっぽろ等を活用して生活衛
生知識の普及・啓発を行う。

継続

令和４年度は、感染リスクを考慮し、開
催を中止とした。代替処置として、「札
幌市公共建築物シックハウス対策指針
及び同解説」資料を市有施設所管課へ
送付した。

対面での開催は中止とし、令和４年度
同様、「札幌市公共建築物シックハウ
ス対策指針及び同解説」資料を市有施
設所管課へ送付することとする。

継続

継続

環境衛生営業施設等への監視指
導件数

174 市民相談事業
札幌市食品
衛生監視指
導計画

保健所では、家庭、地域等における食の安全等や
良好な生活環境を確保するため、種々の市民相談
を実施しています。（保）保健所）

継続

食品衛生関係相談件数

○ 継続

保健所
生活環境
課

住まいの衛生展等開催件数

環境衛生関係相談件数

環境衛生
課・
生活環境
課

環境衛生関係相談件数
（再掲）

保）

札幌市の公共建築物の管理に携わる職員等に対
し、「札幌市公共建築物シックハウス対策指針」の
遵守を徹底するとともに、同指針に関する説明会や
研修を毎年実施しています。（保）保健所）

継続

説明会・研修開催回数

△

医療従事者向け人材育成研修の
実施回数

保） 保健所

食の安全
推進課・
生活環境
課

173
札幌市公共建
築物シックハ
ウス対策

保） 保健所△

参加者数

172 環境衛生対策

建築物や環境衛生関係施設（公衆浴場、理・美容所
など）の衛生状態の維持・向上を図るため、年度ご
とに事業計画を策定し、立入検査等を行っていま
す。また、住まいの衛生を含めた環境衛生に関する
市民相談や普及啓発事業に取組んでいます。（保）
保健所）

健
康
を
支
え
守
る
た
め
の
社
会
環
境
の
整
備
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